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事 務 連 絡

平成２２年２月５日

日本赤十字社血液事業本部 御中

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局

厚生労働省医薬食品局血液対策課

供血者からの遡及調査の進捗状況について

標記につきましては、平成２１年１１月２０日付け血安第４５１号にて貴社

血液事業本部長より資料の提出があり、これを平成２１年度第３回血液事業部

会運営委員会に提出したところです。今般、平成２２年３月２日（火）に平成

２１年度第４回血液事業部会運営委員会が開催されることとなりましたので、

下記の事項について改めて資料を作成いただき、平成２２年２月１２日（金）

までに当事務局あて御提出いただきますようお願いいたします。

記

１．「供血者の供血歴の確認等の徹底について」（平成１５年６月１２日付け医

薬血発第 0612001号）に基づく遡及調査に係る以下の事項
（１）遡及調査実施内容

① 調査の対象とした献血件数

② 上記①のうち、調査の対象とした輸血用血液製剤の本数

③ 上記②のうち、医療機関に情報提供を行った本数

（２）個別 NAT関連情報
① （１）①のうち、個別 NATの結果が陽性となった献血件数
② 上記①のうち、医療機関へ供給された製剤に関する報告件数

③ 上記②のうち、受血者情報が判明した件数

④ 上記③のうち、医薬品副作用感染症報告を行った件数

２．資料の作成に当たっての留意事項

① 本数又は件数については、病原体別及びその合計を明らかにすること。

また、上記（１）の③及び（２）の①～③については、対象期間ごとに本

数又は件数を記載すること。

② 本数又は件数については、平成２１年１１月２０日付け血安第４５１号

の提出時において判明したものに、その後の遡及調査の進展状況を反映さ

せて記載すること。
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血 安 第 ５ １ 号 

   平成２２年２月１０日 

 

厚生労働省医薬食品局血液対策課長 様 

 

                       日本赤十字社  

                            血液事業本部長 

 

 

供血者からの遡及調査の進捗状況について（報告） 

 

 

 

 平成 22 年 2 月 5 日付事務連絡によりご連絡のありました標記の件について、別紙に

より報告いたします。 
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別紙

平成２１年1２月３１日現在

HBV HCV HIV

１）総数

２）個別件数 1,294 54 41

１）総数

２）個別本数 1,418 68 45

１）総数

２）個別本数 1,246 59 41

１）総数

２）個別件数 108 0 0

１）使用された本数 107 0 0

２）医療機関調査中 0 0 0

３）院内で廃棄 6 0 0

４）不明 6 0 0

計 119 0 0

１）陽転事例 1 0 0

２）非陽転事例 42 0 0

３）死亡 43 0 0

４）退院・未検査 14 0 0

５）陽性だが輸血前不明 7 0 0

計 107 0 0

報告件数 1 0 0

*血液製剤等に係る遡及調査ガイドライン（平成20年12月26日一部改正）に基づく遡及調査対応基準を適用。

HBV ：HBs抗原CLEIA法確認試験（中和試験）又は個別NAT陽性の場合は遡及調査を行う。

：HBc抗体CLEIA法陽転の場合は遡及調査を行う。

HCV ：HCV抗体CLEIA法陽転の血液及び前回の血液について個別NATを実施し、いずれかが陽性の場合は遡及調査を行う。

HIV ：HIV抗体CLEIA法で陽転し、確認試験（WB法）又は個別NAT陽性の場合は遡及調査を行う。

共通 ：スクリーニングNAT陽転の場合は遡及調査を行う。

供血者から始まる遡及調査実施状況

対象期間
平成２１年４月１日　～　　平成２１年1２月３１日

（１）遡及調査実施内容

 ①　調査の対象とした献血件数（個別NAT実施件数）

1,389

108

 ②　上記①のうち、医療機関へ供給された製剤に関する報告件数

 ③　上記②のうち、受血者情報が判明した件数

  ④　上記③のうち、医薬品副作用感染症報告を行った件数

 ②　上記①のうち、調査の対象とした輸血用血液製剤の本数

1,531

 ③　上記②のうち、医療機関に情報提供を行った本数

1,346

（２）個別NAT関連情報

 ①　遡及調査実施対象〔（１）①〕のうち、個別NATの結果が陽性となった献血件数
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〈参考〉

HBV HCV HIV HBV HCV HIV HBV HCV HIV HBV HCV HIV

１）遡及調査の対象件数

 ②　上記①のうち、個別ＮＡＴ検査を実施した本数（検体数）

１）本数（検体数）

２）実施率

 ③　上記②のうち陽性が判明した本数

本数 311 3 1 60 1 0 25 0 0 118 0 0

１）血液製剤数（総数）

個別本数 2,062 288 58 2,444 345 78 3,552 417 65

２）情報提供数

個別件数 2,062 288 58 2,319 317 72 3,150 254 65

１）使用された本数 326 3 1 51 2 0 26 0 0 94 0 0

２）医療機関調査中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３）院内で廃棄 16 0 0 2 0 0 2 0 0 5 0 0

４）不明 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 349 4 1 53 2 0 28 0 0 99 0 0

１）陽転事例 17 1 1 4 1 0 4 0 0 3 0 0

２）非陽転事例 69 0 0 11 0 0 9 0 0 30 0 0

３）死亡 118 2 0 31 1 0 10 0 0 42 0 0

４）退院・未検査 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５）陽性だが輸血前不明 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

計 226 3 1 47 2 0 23 0 0 75 0 0

報告件数 16＊ 1 1 5 1 0 4 0 0 3 0 0

ウイルス別合計

＊受血者情報の陽転事例のうち医薬品感染症報告が行われていない平成12年3月の事例は、献血血液が遡及調査の
対象（個別ＨＢＶ-ＮＡＴ陽性）となり、受血者の陽転化情報が得られたが、患者は原疾患により死亡した事例である。
*平成20年度は、遡及調査対応基準を改定した。（同年10月29日開催「薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営
委員会」にて了承済）

供血者から始まる遡及調査実施状況

対象期間

平成１１年４月１日～
平成１８年３月３１日

平成１８年４月１日～
平成１９年３月３１日

平成１９年４月１日～
平成２０年３月３１日

平成２０年４月１日～
平成２１年３月３１日

 ①　調査の対象とした献血件数

23,104 2,193 2,694 5,219

23,104 2,193 2,694 5,219

100% 100% 100% 100.0%

 ④　上記①のうち医療機関に情報提供を行った件数

33,114 2,408 2,867 4,034

33,114 2,408 2,708 3,469

＊平成11年4月1日～平成17年3月31日までの情報提供数には、医療機関の廃院等による追跡不能数930件を含む

 ⑤　上記③のうち医療機関へ供給された製剤に関する報告件数

 ⑥　上記⑤のうち、受血者情報が判明した件数　　

＊個別ＮＡＴ陰性（ＮＡＴウインドウピリオド）の遡及調査対象血液の輸血により、受血者が陽転した例を含む

 ⑦　上記⑥のうち、医薬品副作用感染症報告を行った件数

HBV：２８　　　　　ＨＣＶ：２　　　　　　ＨＩＶ：１
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○平成２１年１２月～平成２２年２月

報告日 回収開始年月日 回収対象製品 製造番号
対象
本数

平成21年12月7日 平成21年12月3日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ３１-０２２４-８９６９ 1
平成21年12月7日 平成21年12月4日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ３１-０７２７-４３９６ 1
平成21年12月7日 平成21年12月4日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ７２-２６２４-３７１２ 1
平成21年12月7日 平成21年12月4日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」２００ｍＬ由来 ７０-５３１７-０１１８ 1
平成21年12月7日 平成21年12月4日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ３７-１７２１-２１１７ 1
平成21年12月8日 平成21年12月7日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」２００ｍＬ由来 ７０-０２１４-３０５６ 1
平成21年12月8日 平成21年12月7日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ２１-０１２９-７２７６ 1
平成21年12月8日 平成21年12月7日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ３７-１８２４-８７２０ 1
平成21年12月9日 平成21年12月9日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２１-０８２９-１２８０ 1
平成21年12月9日 平成21年12月9日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２１-０５２０-８５９２ 1
平成21年12月9日 平成21年12月8日 赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ２２‐１５１７-１０９８ 1
平成21年12月11日 平成21年12月10日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」２００ｍＬ由来 ７０-１３１４-０１７４ 1
平成21年12月11日 平成21年12月9日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ６１-０３２４-１７５８ 1
平成21年12月11日 平成21年12月9日 照射赤血球濃厚液‐ＬＲ「日赤」４００ｍＬ由来 ４５‐１３２０-３７９９ 1
平成21年12月15日 平成21年12月14日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２２-１２２９-１５３２ 1
平成21年12月15日 平成21年12月15日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２２-１２２７-３２１７ 1
平成21年12月15日 平成21年12月11日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７２-２３２９-１９７０ 1
平成21年12月15日 平成21年12月10日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ４７-１５２２-７０４０ 1
平成21年12月18日 平成21年12月17日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７０-２１２１-５４５６ 1
平成21年12月21日 平成21年12月17日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ０２-０５２２-３４０１ 1
平成21年12月24日 平成21年12月21日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７０-２５２１-１０３０ 1
平成21年12月25日 平成21年12月24日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ２８-３０１９-２４７８ 1
平成21年12月25日 平成21年12月24日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７０-５２２０-１４０２ 1
平成21年12月25日 平成21年12月22日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ３１-０２２９-３９５４ 1
平成21年12月25日 平成21年12月21日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２３-３１２４-１６５３ 1
平成21年12月25日 平成21年12月19日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７８-８６２８-８９６６ 1
平成21年12月28日 平成21年12月25日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 １０‐０２２４-０７３７ 1
平成21年12月28日 平成21年12月28日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ７０-０４１７-３５４１ 1
平成22年1月5日 平成22年1月3日 照射濃厚血小板「日赤」 ４４-０６３３-９５４０ 1
平成22年1月5日 平成21年12月28日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２８-２０２５-６１６１ 1
平成22年1月5日 平成21年12月28日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ３１-３９１１-１３７８ 1
平成22年1月5日 平成21年12月28日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 １１-２１１９-９０１７ 1
平成22年1月7日 平成22年1月5日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ０９-１７２０-０６９７ 1
平成22年1月12日 平成22年1月7日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ３１-１０１８-０６４７ 1
平成22年1月14日 平成22年1月12日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２１-８３２８-６３６５ 1
平成22年1月15日 平成22年1月14日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２３-３２２０-１６５３ 1
平成22年1月19日 平成22年1月14日 照射濃厚血小板「日赤」 ５８-０３３５-８８３５ 1
平成22年1月19日 平成22年1月15日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２１-０５２０-９２９８ 1
平成22年1月22日 平成22年1月20日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ３７-１２２０-１１５９ 1
平成22年1月26日 平成22年1月22日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ５２-３５２６-６０４４ 1
平成22年1月27日 平成22年1月21日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 ７８-３７１９-３８６９ 1
平成22年1月27日 平成22年1月22日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 １２-１４２９-０６５１ 1
平成22年1月29日 平成22年1月27日 新鮮凍結血漿-LR「日赤」４００ｍL由来 ３１-１２２６-８６２２ 1
平成22年1月29日 平成22年1月26日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 １２-１５１０-１８０９ 1
平成22年1月29日 平成22年1月26日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 １２-１５２０-４６４７ 1
平成22年1月29日 平成22年1月27日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」２００ｍL由来 １２-１１１４-１２０９ 1
平成22年2月1日 平成22年1月27日 新鮮凍結血漿-LR「日赤」４００ｍL由来 ３７-５１２７-３２７９ 1
平成22年2月4日 平成22年2月2日 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ７２-１７２４-７６２９ 1
平成22年2月5日 平成22年2月4日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ０１-０７２３-３５００ 1
平成22年2月9日 平成22年2月5日 赤血球濃厚液-LR「日赤」４００ｍL由来 ２２-２０２４-２０７４ 1

薬事法第７７条の４の３に基づく回収報告状況
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「血漿分画製剤のウイルス安全対策について」の実施状況について
（平成２２年３月２日時点）

○ 経 緯
「血漿分画製剤のウイルス安全対策について （平成１５年１１月７日付け薬食」
審査発第 号、薬食安発第 号、薬食監発第 号、薬食血発1107001 1107001 1107001
第 号。以下「通知」という ）の実施状況について、(社)日本血液製剤1107001 。
協会に所属し、血漿分画製剤を製造又は輸入している会員企業に対し報告を求め
たところ、以下の結果が得られた。

① 通知記の３（１）前段に規定するウイルス・プロセスバリデーションの実施
の有無

国内製造業者４社及び輸入販売業者５社のいずれにおいても、ウイルス・プ
ロセスバリデーションが行われていた。

② 上記①に関する必要な書類等の整理及び保存の有無

国内製造業者４社及び輸入販売業者５社のいずれにおいても、必要な書類等
の整理及び保存が行われていた。

③ 通知記の３（１）後段に規定するウイルスクリアランス指数が９未満の製剤
の有無及び該当する製剤がある場合は、ウイルスの除去・不活化の工程の改善
の検討状況

ウイルスクリアランス指数が９未満の製剤は、海外血漿を原料とし、日本国
内に輸入されている２製剤がある。国内血漿を原料としている製剤及び輸入血
漿を原料とし、日本国内で製造されている製剤には、９未満の製剤はない。

該当する製剤がある製造業者又は輸入販売業者の製造元においては、バリデ
ーション結果の見直し、新たな不活化工程の追加等の検討等が行われている。

なお、米国及び欧州で採血された場合は、それぞれの地域における遡及調査
ガイドラインに基づいた対応がなされている。

④ 通知記の３（２）に規定する原料のプールにおけるＮＡＴの実施の有無

国内製造業者４社及び輸入販売業者５社の製造元のいずれにおいても、原料
のプールにおけるＮＡＴ検査が実施されている。

⑤ 通知記の６に規定する添付文書の改訂の有無

添付文書へ記載する文章及び記載場所について、日本血液製剤協会・添付文
書委員会で協議・検討が行われ、平成15年12月17日に厚生労働省医薬食品局安
全対策課の了承を得たところであり、平成16年1月から2月にかけて、血漿分画
製剤及び人血液を用いる血液製剤代替医薬品の添付文書が改訂された。
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薬食審査発第 1107001号 
薬食安発第 1107001 号 
薬食監発第 1107001 号 
薬食血発第 1107001 号 
平成１５年１１月  ７日 

 

（社）日本血液製剤協会理事長 殿 

 

 

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 審 査 管 理 課 長    

 

 

 

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 安 全 対 策 課 長    
 
 
 

厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬対策課長    

 

 

 

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 血 液 対 策 課 長    

 

 

血漿分画製剤のウイルス安全対策について 

 

 

 標記については、平成１５年１０月２４日に開催された平成１５年度第３回

血液事業部会における検討結果を踏まえ、下記のとおりとし、発出日から適用

しますので、貴職におかれては、貴会会員に対し当該対策が徹底されるよう周

知をお願いします。ただし、平成１５年９月１７日に開催された平成１５年度

第３回血液事業部会安全技術調査会において対応を保留することとされた、遡

及調査により個別に核酸増幅検査（以下「ＮＡＴ」という。）を実施した結果、

陽性血液の混入が判明した原料血漿由来の血漿分画製剤については、本通知の

規定を遡って適用することといたします。 
また、「血液製剤の当面のウイルス安全対策について」（平成１０年１１月２

日付け厚生省医薬安全局安全対策課、監視指導課、血液対策課事務連絡）につ

いては、本通知をもって廃止することとします。 

 

写

参考７ 
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記 

 

 

１ 血漿分画製剤（以下「製剤」という。）の製造前には、生物由来原料基準（平

成１５年厚生労働省令第２１０号）第２の２の（６）の規定に則り、その原

血漿について、ウイルス（ＨＢＶ、ＨＣＶ及びＨＩＶをいう。以下同じ。）の

ＮＡＴを実施することとし、陽性となった場合は使用しないこと。 
 
２ 副作用等の報告（薬事法（昭和３５年法律第１４５号）第７７条の４の２

第１項及び第２項に規定する副作用等の報告をいう。以下同じ。）等からの遡

及調査に伴い、製剤（ロット）の製造後に個別にＮＡＴを実施することによ

り、陽性となった血液の原血漿への混入が判明した場合は、混入したウイル

スの種類及び量（理論的な上限値を含む。）が特定され、かつ、製造工程にお

いて当該ウイルスが十分に除去・不活化されることが確認されれば、個別の

分離血漿の段階にある原血漿を除き、当該製剤（ロット）を回収する必要は

ないものとすること。また、これらの特定及び確認は、厚生労働省医薬食品

局血液対策課が、血液事業部会安全技術調査会の意見を聴いて行うものとす

ること。 
なお、この場合において、混入したウイルスの量が、日本赤十字社が現に

実施している５０プールのＮＡＴにより陰性が確認されるレベルであって、

当該ウイルスに係るウイルスクリアランス指数（ウイルス力価の減少度を対

数（log10 値）で表したものをいう。以下同じ。）が９以上である製剤（ロッ

ト）については、当該ウイルスが十分に除去・不活化されていると平成１５

年度第３回血液事業部会において判断されたので、当面は、個別の分離血漿

の段階にある原血漿を除き、当該製剤（ロット）を回収する必要はないもの

とすること。 
 
３ ２の前段に規定する確認に資するため、あらかじめ、以下に掲げる措置を

講じておくこと。 
 
（１）ウイルスの除去・不活化等に係る書類等の整備及び工程の改善 

製剤の製造工程において、ウイルスが十分に除去・不活化されているこ

とを確認できるよう、ウイルス・プロセスバリデーションを実施しておく

こと。また、必要な書類等を整理し、保存しておくこと。 

さらに、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」（昭和３１

年法律第１６０号）の第７条において、製造業者等の責務として「血液製

剤の安全性向上に寄与する技術の開発」に努めることが規定されているこ

とを踏まえ、より安全性の高い製剤の開発に努めること。特に、製造工程

におけるウイルスクリアランス指数が９未満である製剤については、早期
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にウイルスの除去・不活化の工程について改善を図ること。 

 
（２）原料のプールを製造した際の検査 

原料のプールを製造した際、当該プールについてＮＡＴを実施すること

とし、陽性となった場合は使用しないこと。また、当該ＮＡＴの検出限界

が１００ＩＵ／ｍｌの精度となるよう精度管理を行い、必要な書類等を保

存しておくこと。 
 

４ 以下の場合は、速やかに厚生労働省医薬食品局血液対策課に報告すること。 

（１）遡及調査等により原血漿にＮＡＴで陽性となった血液の混入が判明し

た場合。 
（２）３の（２）に規定する原料のプールを製造した際の検査でＮＡＴの陽

性が判明した場合。 
なお、当該報告があった場合は、「ＮＡＴガイドライン（仮称）」が策定

されるまでの間、第三者機関においてＮＡＴの結果を検証することとして

いるので、血液対策課の指示に基づき当該機関に保管検体を提供すること。 
 

５ 副作用等の報告等からの遡及調査に伴い、製剤（ロット）の製造後に個別

にＮＡＴを実施することにより、陽性となった血液の原血漿への混入が判明

した場合であって、３の（１）及び（２）に掲げる措置が講じられていない

等、２の前段に規定する確認ができない場合は、原則として、「医薬品等の回

収に関する監視指導要領」（平成１２年３月８日付け医薬発第２３７号別添

１）の規定に則り、当該製剤（ロット）を回収すること。 
なお、副作用等の報告等からの遡及調査により、製剤（ロット）と感染症

の発生との因果関係が否定できない場合には、以上の規定にかかわらず、速

やかに厚生労働省医薬食品局安全対策課に報告するとともに､同要領の規定

に則り、当該製剤（ロット）を回収すること。 
 
６ 既に、「生物由来製品の添付文書に記載すべき事項について」（平成１５年

５月１５日医薬発第 0515005号）に基づき、製剤のリスクに係る事項が添付
文書に記載されているところであるが、なお入念的な措置として、同通知の

記の１．（１）⑤に関連して、添付文書の重要な基本的注意に、以下に掲げる

趣旨の文言を記載すること。 
・ 製剤の原材料である血液については、ミニプールでＮＡＴを実施し、

ウイルスのＤＮＡ又はＲＮＡが検出されないことが確認されたものを使

用しているが、当該ミニプールＮＡＴの検出限界以下のウイルスが混入

している可能性が常に存在すること。 
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 資料３－２ 
 

血液製剤に関する報告事項について (目次)                                               
 

○ 輸血用血液製剤で HIV 感染が疑われた事例について        ３ 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 16 年 3 月 22 日報告）について                   ４ 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 16 年 11 月 26 日報告）について                   ５ 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 17 年 1 月 12 日報告）について                   ７ 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 17 年 2 月 4 日報告）について                    ９ 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 17 年 6 月 23 日報告）について                   11 
 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 18年 4月 7日報告）について                    12 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 18年 6月 5日報告）について                    13 

○ 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 19 年 2 月 20 日報告）について                   14 

● 輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 21年 11月 20日報告）について                15 

○ 輸血用血液製剤で HCV（C 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成 18 年 2 月 15 日報告）について                   17 

● 輸血用血液製剤で HCV（C 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（平成22年1月6日報告）について                  19 

※●は今回の新規症例 
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○ 平成 21 年度感染症報告事例のまとめ 

   （平成21年11月26日報告分以降）について                20 
 
 

○ 輸血後HEV感染の予防対策（問診・ＮＡＴの状況）                 30 
 

 
< 参 考 > 
・ 血液製剤に関する報告事項について 
  （平成 22 年 2 月 5 日付け血液対策課事務連絡）  37 
・ 血液製剤に関する報告事項について（回答） 
 （平成 22 年 2 月 12 日付け日本赤十字社提出資料）  39 
 

・（参考）安全対策業務の流れ   41 
 

 

13



輸血用血液製剤でＨＩＶ感染が疑われる事例について 
 

 

１．経緯等 

 平成 15 年 9 月 5 日、後天性免疫不全症候群発生届にて感染経路として輸血

が考えられるＨＩＶ感染者が報告されたとの情報を入手。同日、当該報告医

が、同事例について副作用感染症報告を日本赤十字社に提出、これを受けて

同社による調査が開始され、その結果が、平成 15 年 10 月 30 日に開催された

第 95 回エイズ動向委員会（委員長：吉倉廣国立感染症研究所長）に報告され

た。 

 

２．事 例 

 50 歳代の男性で平成 15 年の 3月～7 月に赤血球製剤（ＭＡＰ 16 単位）の

輸血を受けた後、実施した血液検査においてＨＩＶ感染を確認（ＷＢ検査陽

性）。報告医は感染経路として輸血を疑っている。 

 

３．事実関係 

 １）輸血された輸血用血液製剤について 

・当該感染者には、8 人の供血者から採血された赤血球製剤（ＭＡＰ）が 8

本（保管検体の個別ＮＡＴはいずれも陰性）投与された。 

 ２）他の血液製剤への影響について 

・投与された赤血球製剤の原料血液からは、他に新鮮凍結血漿と血漿分画

製剤用の原料血漿が製造されていた。 

・原料血漿については流通を停止。 

・新鮮凍結血漿については 3 本が製造されており、既に他の医療機関で３

名の患者に投与されていた。（他に行方不明の製剤はない。） 

 ３）新鮮凍結血漿の投与を受けた 3 名について 

・１名は既に原疾患により死亡 

・残り２名については輸血後（約 6 ヵ月後）の抗体検査で陰性。 

 

４．エイズ動向委員会での専門家からの意見 

 記者会見では、「HIV の感染が輸血用血液製剤によるか追求すれば、患者

のプライバシーに関わりうるケースである。」との発言があった。 

 

５．エイズ動向委員会後の事実経過 

１）健康状態の確認を行っていた 2 名の受血者は、いずれも感染していな

かったことが確認された。 

２）供血者の次回献血での検査については、8名中 6 名が来訪し、感染して

いなかったことが確認された（平成 22 年 2 月 12 日現在

 

、残る 2 名のそ

の後来所なし）。 

６．今後の対応 

 当該感染者のプライバシーの最大限尊重を徹底しつつ、引き続き調査を

継続するよう指導してまいりたい。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（3 月 22 日報告）について 
 

 

１ 経緯 

  平成 16 年 3 月 22 日及び 30 日、日本赤十字社から輸血（人血小板濃厚液及び人赤

血球濃厚液）による HBV 感染の疑い事例の報告があった。 

 

２ 事例 

70 歳代の女性。原疾患は急性骨髄性白血病。平成 15 年 10 月 5 日～平成 16 年 1 月

22 日の間に、輸血を計 18 回（人血小板濃厚液 10 単位を 11 袋分並びに人赤血球濃厚

液 1 単位を 3 袋分及び 2 単位を 4 袋分）受ける。 

    輸血前の血液検査（平成 15 年 10 月 3 日）では HBs 抗原及び抗体検査（Ｂ型肝炎

ウイルスの検査）はいずれも陰性であったが、輸血後の平成 16 年 3 月 19 日に実施し

た HBs 抗原検査は陽性、肝機能検査（GOT、GPT 及び LDH）は高値を示す。 

  患者は 4 月 26 日に死亡したことを確認済み。死因は呼吸不全及び腎不全。 

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

    ○ 当該患者には、37 人の供血者から採血された血小板製剤及び赤血球製剤を輸

血。 

  ○ 当該製剤に関わる血漿のうち、4 人分由来の 5 本が新鮮凍結血漿（FFP）とし

て医療機関へ供給された（残りは原料血漿）。 

（２）37 人の供血者について 

   37 人の供血者のうち、32 人の献血者がその後献血しており、検査は陰性であっ

た。（平成 22 年 2 月 12 日現在

（３）供血者の個別 NAT の試験結果 

、残る 5 人のその後の来所なし）。 

供血者 37 人の保管検体について、個別 NAT を実施したところ、全て陰性であ

った。 

（４）患者の保管検体の個別 NAT 及びＨＢｓ抗原の試験結果 

      平成 16 年 3 月 19 日（輸血後）の医療機関に保管されていた患者検体は個別 NAT
及び HBs 抗原検査はいずれも陽性（輸血前は保管されていなかった）。 

（５）輸血と HBV 感染との関連 

   現在のところ、輸血と HBV 感染（当該事例の死亡原因を含む）の因果関係につ

いては不明。 

 

４ 今後の対応 

（１）当該事例への対応 

  ○ 医療機関へ供給した 5 本の新鮮凍結血漿に関して情報提供した医療機関にお

ける受血者（患者）5 名の健康状態を確認した結果、輸血後陰性が 2 名、不明が

3 名であった。 

  ○ 37 人の供血者のうち、その後献血に来ていない 5 人のフォローを行う。 

（２）血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 

15



輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（11 月 26 日報告）について 

 

１．経緯 

 平成 16 年 11 月 26 日、日本赤十字社から輸血（新鮮凍結血漿）によるＨＢＶ感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２．事例 

 70 歳代の男性。原疾患は消化器腫瘍（転移性肝癌を含む。）。平成 16 年 3 月 12 日

から 15 日まで 4 日間に亘り、プロトロンビン時間延長のため、輸血を（新鮮凍結血漿

合計 36 単位 23 本）受ける。 

 輸血前の血液検査（2 月 28 日）では、ＨＢｓ抗原検査陰性であったが、平成 16 年

10 月 4 日に肝機能検査値異常がみとめられ、黄疸を呈したため、10 月 8 日に検査した

ところ、ＨＢｓ抗原陽性、ＨＢｓ抗体陰性が確認され、急性Ｂ型肝炎と診断された。

11 月 17 日に右大量胸水を呈した後、呼吸状態悪化により死亡した。また、平成 15年

5月の手術の際にも新鮮凍結血漿 2 単位 22 本、赤血球ＭＡＰ 2 単位 3 本の輸血を受け

ている。 

 

３．状況 

 (1)輸血された血液製剤について 

① 当該患者には平成 16 年 3 月の輸血時に 23 人の供血者から採血された新鮮凍結

血漿を輸血。また、平成 15 年 5 月に 25 人の供血者から採血された新鮮凍結血漿

及び赤血球ＭＡＰを輸血。 

② 平成 16 年 3 月輸血の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血

漿は 2 本が確保、10 本は使用済み、新鮮凍結血漿 10 本及び赤血球ＭＡＰ 23 本

は全て医療機関に提供済み。 

③ 平成 15 年 5 月輸血の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血

漿 21 本は使用済み、新鮮凍結血漿 6 本及び赤血球ＭＡＰ 22 本は全て医療機関

に提供済み。 

 (2)48 人の供血者について 

① 平成 16 年 3 月の輸血時の供血者 23 人のうち、20 人が再献血し、再献血時の検

査結果は 19人がＨＢＶ関連検査陰性、1 人はＨＢｃ抗体はＥＩＡ法陽性、ＨＩ

法陰性、ＨＢｓ抗体（ＥＩＡ法）陽性（ＮＡＴ及びＨＢｓ抗原陰性）であった。

なお、この 1 人の献血時のＨＢｃ抗体はＥＩＡ法で陽性、ＨＢｓ抗体も陽性で

あった（平成 22 年 2 月 12 日現在

② 平成 15 年 5 月の輸血時の供血者 25 人のうち、21 人が再献血し、再献血時の検

査結果はＨＢＶ関連検査陰性であった（

、残る 3 人のその後の来所なし）。 

平成 22 年 2 月 12 日現在

 (3) 供血者個別 NAT の試験結果 

、残る 4 人の

その後の来所なし）。 

① 平成 16 年 3 月の輸血時の供血者 23 人の供血時の保管検体について、個別ＮＡ

Ｔを実施したところ、すべて陰性であった。 

② 平成 15 年 3 月の輸血時の供血者 25 人の供血時の保管検体について、個別ＮＡ

Ｔを実施したところ、すべて陰性であった。 

 

４．今後の対応 

 (1) 供血者 48 人のうち、7 人の再献血・検査に係るフォローを行う。 
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 (2) 血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 

 (3) その他 

① 受血者の輸血後検体(10 月 12 日)を確保し、再検査したところ、HBs 抗原（＋）、

ＨＢｓ抗体（－）、ＨＢｃ抗体（＋）、ＨＢＶ－ＤＮＡ（＋）であった。 

②  受血者の肝癌については、平成 15 年に施術され、平成 16 年 10月の腹部ＣＴで

は再発が認められておらず、肝癌と肝障害との因果関係はないものと考えられ

る。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（1 月 12 日報告）について 

 

１ 経緯 

 平成 17 年１月 12 日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液、血小板濃厚液）によ

るＨＢＶ感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 60 歳代の男性。原疾患は血液疾患。平成 16 年 1 月 8 日から 5 月 25 日まで 12 回に

わたり、輸血（赤血球濃厚液合計 26 単位、血小板濃厚液合計 30 単位）を受ける。 

 輸血前の血液検査（1 月 8 日）では、ＨＢｓ抗原検査陰性であったが、平成 16 年 11

月 18 日に食欲不振のため、検査したところ、ＨＢｓ抗原陽性が確認され、同 22日の

採血の検体で、ＨＢｓ抗原（＋）、ＨＢｓ抗体（－）、ＨＢｃ抗体（＋）、ＨＢＶ－

ＤＮＡのＮＡＴの（＋）も確認された。平成 17 年 1 月 8 日劇症肝炎を呈した後、肝不

全により死亡した。 

 

３ 状況 

 (1)輸血された血液製剤について 

① 当該患者には 16 人の供血者から採血された赤血球濃厚液及び血小板濃厚液を

輸血。 

② 輸血の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は３本が確

保、12 本は使用済み、新鮮凍結血漿 12 本は全て医療機関に提供済み。 

 (2)16 人の供血者について 

① 輸血時の供血者 16 人のうち、12 人が再献血し、再献血時の検査結果はＨＢＶ

関連検査（－）であった。（平成 22 年 2 月 12 日現在

② 供血時保管検体の 2 人の陽性血から、原料血漿 2本、新鮮凍結血漿が 2本製造

され、原料血漿は使用済み、新鮮凍結血漿も使用済みであった。当該新鮮凍結

血漿の受血者 2 名のうち、1 人は輸血後 11日目で死亡、もう 1人は HBs 抗原検

査（－）であった。 

、残る 4 人のその後の来

所なし） 

 (3) 供血者個別 NAT の試験結果 

① 輸血時の供血者 16人の供血時の保管検体について、個別ＮＡＴを実施したとこ

ろ、2 人がＮＡＴ（＋）であった。 

② 当該 2 人は、共に、複数回再献血を行っているが、再献血時にＨＢＶ関連検査

（－）であり、HBc 抗体及び HBc抗体-IgM は（－）、個別ＮＡＴも共に（－）

であった。 

③ 当該 2 名の供血時の保管検体のウイルス解析の結果、共に、ゲノタイプ C  サ

ブタイプ adr と推定、また、497 番目と 498 番目の間に 12 塩基が挿入した極め

て特殊な変異株と挿入のない野生株が存在していた。これらは、受血者の血液

も同様に挿入のある変異株と挿入のない野生株を有しており、三者のウイルス

のシークエンスは完全に一致した。 

 

４ 今後の対応 

 (1) 血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 

(2) 輸血時の供血者 16人のうち、再献血に訪れていない 4 人について引き続き、調査
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する。 

 (3) その他 

① 供血時保管検体でＮＡＴ（＋）となった 2 名は、その後の再献血の検査がすべ

て（－）であり、HBｃ抗体も（－）であり、感染歴があった可能性は低い。 

② また、発見されたウイルスのシークエンスは稀なものであり、これらが偶然に

保管検体 2 本一致することは考えにくい。 

③ 当該供血者の血液から同時に製造された新鮮凍結血漿の受血者で感染は発生し

ていない。 

④ 以上のことから、ＮＡＴ時に受血者血液が供血者サンプルに混入する等の測定

上の誤差が発生した可能性も考えられる。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（2 月 4 日報告）について 

 

１ 経緯 

 平成 17 年 2 月 4 日、日本赤十字社から輸血（人赤血球濃厚液）によるＨＢＶ感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 60 歳代の男性。原疾患は悪性腫瘍。平成 16 年 9 月 8 日から 11 月 24 日まで、貧血

のため、輸血を計 9回（人赤血球濃厚液合計 14 単位）を受ける。 

 輸血前の血液検査（平成 16 年 8 月 3 日及び 9 月 8 日）では、ＨＢｓ抗原検査陰性で

あったが（9 月 8 日はＨＢｓ抗体及びＨＢｃ抗体検査も陰性）、平成 16 年 11 月 24 日

の輸血時にＨＢｓ抗原検査陽性が確認された（ＨＢｓ抗体及びＨＢｃ抗体検査は陰

性）。 

 平成 17 年 1 月 26 日の輸血施行時に、ＨＢｓ抗原検査陽性に加え、ＨＢｃ抗体検査

が陽性となり（ＨＢｓ抗体検査は陰性）、1 月 31 日には黄疸が出現するとともに、肝

機能検査で高値を示し、2 月 2 日に劇症肝炎により死亡した。 

 なお、当該患者の輸血前血液（平成 16 年 9 月 8 日）の保管検体のＨＢＶ－ＮＡＴは

陰性で、輸血後血液（平成 16 年 10 月 21 日）は HBV-NAT は陽性であった。輸血後血液

から検出された HBV は、ジェノタイプＢ、サブタイプａｄｗ、ＣＰ／Ｐｒｅ Ｃ領域

はｅ抗原が産生できない変異株であった。HBV-DNA 量は 2.9×10１０Copies／ｍＬであ

った。  

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

① 当該患者には 9人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。 

② 9 人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿 7 本及び新

鮮凍結血漿 2 本を確保済み。残りの新鮮凍結血漿 2 本は医療機関へ供給済みであ

るが、医療機関への情報提供は実施済み。 

（２）9 人の供血者について 

① 供血者 9人のうち、当該患者の平成 16年 10月 21日採血の輸血後血液が HBV-NAT

陽性であったことから、10 月 21 日輸血以前（9 月 8 日～9 月 10 日）の輸血に

係る 4 人の供血者に対して供血者に呼び出しの協力を依頼し、3 人は再献血又

は再採血済み。 

② 10 月 21 日輸血以降の供血者について、2人がその後再採血検査済み。 

③ ①及び②の計 5名については、HBV個別ＮＡＴを含めHBV関連検査は陰性だった。

ただし、①の 3 名のうち、1 名はＨＢｃ抗体がＥＩＡ法のみ陽性、ＨＩ法は陰

性だった。（平成 22 年 2 月 12 日現在

（３）供血者個別 NAT の試験結果 

、残る 1 名のその後の来所なし。） 

   輸血時の供血者 9 人の供血時の保管検体について、個別ＮＡＴを実施したところ、

すべて陰性であった。 

 

４ 今後の対応 

（１）9 月 8 日～9 月 10 日輸血の 4 人の供血者のうち、残る供血者 1 人の再献血・検査   

に係るフォローを行う（再採血の依頼中）。 

（２）血液の安全対策の推進 
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   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 

（３）その他 

 悪性腫瘍の治療にプラチナ系抗癌剤等（8 月 18 日）及びテガフール・ギメラシル

・オテラシルカリウム（11 月 10 日）を使用しており、薬剤性の劇症肝炎の疑いも

完全には否定できない。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（6 月 23 日報告）について 

 

 

１ 経緯 

 平成 17 年 6 月 23 日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液及び新鮮凍結血漿）に

よるＨＢＶ感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 50 歳代の男性。原疾患は消化管腫瘍。平成 17 年 2 月 3 日に手術施行のため、赤血

球濃厚液合計 8 単位、新鮮凍結血漿合計 30 単位を受ける。 

 輸血前の血液検査（平成 16 年 12 月）ではＨＢｓ抗原検査陰性、輸血後の平成 17

年４月６日でもＨＢｓ抗原検査陰性であったが、退院時の平成 17 年 4 月 21 日にＨＢ

ｓ抗原検査陽性が確認された。 

 その後、平成 17 年 6 月 13 日に発熱、全身倦怠感等出現し、肝機能値が高値を示し、

6 月 16 日再入院、6 月 20 日には、ＨＢｓ抗体、ＨＢｃ抗体、ＨＢｅ抗原、ＨＢｅ抗体

のいずれも陽性が確認された。また、同日のＨＢｃの IgM 抗体も陽性であり、劇症肝

炎と診断される。 

 患者は、7 月 3 日にＢ型劇症肝炎にて死亡した。 

 患者の検体の HBV の解析結果は、ジェノタイプＣ、サブタイプａｄｒであり、CP/Pre 

Core 領域の塩基配列の解析から PreC 部位には変異はなく、CP（Core Promoter）部位

に変異がある CP 変異、PreC 野生株であった。 

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

① 当該患者には 20 人の供血者から採血された赤血球濃厚液等を輸血。 

② 20 人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 17 本の

うち 10 本が確保、新鮮凍結血漿 6 本のうち 3 本は確保済み。15 本の赤血球濃厚

液はすべて医療機関へ供給済み。医療機関への情報提供は実施済み。 

（２）20人の供血者について 

   供血者 20 人のうち、16 人が再採血・献血に来場（HBV関連検査は陰性）。（平成

22 年 2 月 12 日現在

（３）供血者個別 NAT の試験結果 

、残る 4名の来訪なし。） 

   輸血時の供血者 20 人の供血時の保管検体について、個別ＮＡＴを実施したとこ

ろ、すべて陰性であった。 

 

４ 今後の対応 

（１）供血者 4 人の再献血・検査に係るフォローを行う（再採血の依頼中）。 

（２）血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 
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輸血用血液製剤でＨＢＶ（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた 

事例（4 月 7 日報告）について 
 
 
１．経緯 

 平成 18 年 4 月 7 日、日本赤十字社から輸血（濃厚血小板、赤血球濃厚液）による
ＨＢＶ感染疑いの症例の報告があったとの報告が、日本赤十字社からあった。 
 

２．事例 
 患者は、40 代の男性で、原疾患は血液腫瘍。平成 16 年 7 月から平成 17 年 2 月に
（濃厚血小板計 30 単位、赤血球濃厚液計 48単位）、平成 17 年 3 月から 5 月に輸血
（濃厚血小板計 130 単位、赤血球濃厚液計 18単位）を受ける。 
 最初の輸血から 8ヶ月後の平成 17 年２月 22 日にはＨＢｓ抗原、ＨＢｓ抗体、Ｈ
Ｂｃ抗体全て陰性だったが、平成 18 年３月に肝不全となり、4 月 3 日にＨＢｓ抗原、
ＨＢｃ抗体についても陽転が確認された。輸血後の平成 17 年 5 月 23 日の保管検体
において、ＨＢＶ－ＮＡＴは陰性であったが、6 月 8 日の保管検体において、ＨＢ
Ｖ－ＮＡＴは陽性であった。なお、ＨＣＶ抗体は輸血前から陽性であった。 
 その後主治医は、亜急性劇症肝炎と診断。（4 月 7 日 ALT67IU/mL，T-Bil3.57mg/dL，
PT-INR2.30） 患者は 5 月 19 日に肝不全により死亡。 
 

３．感染についての状況 
 (1)輸血された血液製剤について 

① 当該患者に投与された血液製剤の供血者数は 31 人（H16 年７月～H17 年２月）及
び 22 人（H17 年 3 月～5 月） 
※被疑製剤の対象を H16 年 7 月まで拡大して調査 

② 当該供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿 51 本のうち 44
本使用済みで７本確保済み。新鮮凍結血漿 14本はすべて医療機関へ供給済み。 

 (2) 供血者個別 NAT 
 供血者個別ＮＡＴは 53 人分全て陰性。 

 (3) 供血者に関する情報 
① 供血者 31 人のうち、22 人が献血又は事後採血に再来し、21 人はHBV関連検査陰

性。1 名はＨＢｓ抗体のみ陽性（平成 22 年 2 月 12 日現在
② 供血者 22 人のうち、22 人すべてが献血又は事後採血に再来し、20 人は HBV関

連検査陰性。2 名はＨＢｃ抗体及びＨＢｓ抗体陽性。 

、残る 9 名の来訪なし）。 

(4)その他 
  平成 17 年 4 月 8 日、骨髄バンクからの同種骨髄移植を施行。ドナーは HBsAg(-)、

HBsAb(-)、HBcAb(-)であった。 
 
４．今後の対応 

(1)供血者 9人の再献血・検査に係るフォローを行う 
(2)「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（6 月 5 日報告）について 

 

 

１ 経緯 

 平成 18 年 6 月 5 日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液及び新鮮凍結血漿）によ

るＨＢＶ感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 80 歳代の男性。原疾患は消化器疾患。平成 17 年 10 月 22 日から 11 月 29 日までの

間に赤血球濃厚液合計 18 単位、新鮮凍結血漿合計 36単位を受ける。 

 輸血前の血液検査（平成 17 年 8 月 31 日）ではＨＢｓ抗原検査陰性、AST 16 及び ALT 

12 であった。輸血後の平成 18 年 5 月 2 日に、AST、ALT の上昇がみられ、同月 19 日に

ＨＢｓ抗原検査陽性であり、AST 683、ALT 693 であった。同患者については、上記の

他、次の検体が医療機関に保管されており、それらを検査した結果は次のとおりあっ

た。 

輸血前 H17.10.22 HBV-DNA 陰性 

輸血後 H17.11.13 HBs 抗原陰性、HBs 抗体陰性、HBc 抗体陰性 

輸血後 H17.11.24 HBs 抗原陰性、HBs 抗体 EIA 法陽性／PHA 法陰性、HBc 抗体陰性 

輸血後 H17.11.27 HBV-DNA 陰性 

輸血後 H18.06.02 HBs 抗原陽性、HBs 抗体陰性、HBc 抗体陽性、HBV-DNA 陽性 

 その後、平成 18 年 6 月 12 日に死亡。急性肝炎から劇症肝炎に至り、肝不全による

死亡と考えるとの担当医の見解である。 

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

① 当該患者には 29 人の供血者から採血された赤血球濃厚液等を輸血。 

② 29 人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 27 本の

うち 11 本が確保、16 本が使用済み。新鮮凍結血漿 8 本のうち 6本は確保済み、2

本は医療機関へ供給済み。18 本の赤血球濃厚液はすべて医療機関へ供給済み。 

（２）29人の供血者について 

  供血者 29 人のうち、28 人が再採血・献血に来場（28 名のHBV-DNAは全て陰性、

そのうち２名はHBs抗体及びHBc抗体陽性、１名はHBs抗体のみ陽性、残る 24 名は

HBV関連検査陰性）。（平成 22 年 2 月 12 日現在

（３）供血者個別 NAT の試験結果 

、残る 1 名の来訪なし。） 

   輸血時の供血者 29 人の供血時の保管検体について、個別ＮＡＴを実施したとこ

ろ、すべて陰性であった。 

 

４ 今後の対応 

（１）供血者 1 人の再献血・検査に係るフォローを行う（再採血の依頼中）。 

（２）血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（2 月 20 日報告）について 

 

 

１ 経緯 

 平成 19 年 2 月 20 日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるＨＢＶ感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 60 歳代の男性。原疾患は消化器腫瘍。平成 18 年 8 月 3 日に、輸血（赤血球濃厚液合

計 4 単位 3 本）を受ける。 

 輸血前の血液検査（平成 18 年 7 月 11 日）ではＨＢｓ抗原検査陰性であったが、輸

血後の平成 18 年 9 月 26 日に、ＨＢｓ抗原検査陽性となった。10 月 24 日の悪心、嘔吐、

腹痛にて受診、ＡＳＴ１３６４、ＡＬＴ１３０６、肝不全を認める。10 月 25 日に多臓

器不全により死亡。感染経路が不明であるが、輸血によるＨＢＶの感染が否定できな

いとの担当医の見解である。 

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

①当該患者には 3 人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。 

②当該製剤と同一供血者から製造された 3本の原料血漿は全て確保済み。 

（２）3 人の供血者について 

 3 人の供血者のうち、2名が再採血・献血に来場（2 名のHBV関連検査は全て陰性）。

（平成 22 年 2 月 12 日現在

（３）供血者個別 NAT の試験結果 

、残る 1 名の来訪なし。） 

   輸血時の供血者 3 人の供血時の保管検体について、個別 NAT を実施したところ、

全て陰性であった。 

 

４ 今後の対応 

（１）供血者 1 人の再献血・検査にかかるフォローを行う。 

（２）血液の安全対策の推進 

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 
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輸血用血液製剤で HBV（B 型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例 

（11月 20日報告）について 

 

１ 経緯 

 平成 21 年 11 月 20 日、日本赤十字社から輸血（新鮮凍結血漿、濃厚血小板及び赤血

球濃厚液）によるＨＢＶ感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事例 

 70 歳代の男性。原疾患は循環器疾患。平成 21 年 2 月 14 日から 2 月 15 日までの間

に新鮮凍結血漿合計 38 単位、濃厚血小板合計 50 単位及び赤血球濃厚液合計 39 単位を

受ける。 

 輸血直後の平成 21 年 2 月 16 日には HBs 抗原、HBs 抗体、HBc 抗体が全て陰性であり、

輸血から約 6 か月後の平成 21 年 8 月 5 日には HBs 抗原陰性、AST 11 及び ALT 8 であ

ったが、平成 21年 11月 13日に意識障害にて救急搬送された際にAST 6,045、ALT 3,598

と上昇しており、血液検査により急性肝不全、腎不全、DIC の状態であった。同月 16

日の検査では、HBs 抗原陽性、HBs 抗体陰性、HBe 抗原陰性、HBe 抗体陰性、HBc 抗体

陽性、AST 378、ALT 1,044 であり、翌 17 日に劇症肝炎にて死亡した。 

患者の検体の HBV の解析結果は、ジェノタイプＣ、サブタイプ adr であり、CP/PreC

領域の塩基配列の解析から変異株であった。同患者については、上記の他、次の検体

が医療機関に保管されており、それらを検査した結果は以下のとおりであった。 

輸血前： H21.2.14   HBV-DNA(-)、HBs 抗原(-)、HBs 抗体(-)、HBc 抗体(-) 

輸血後： H21.8.5    HBV-DNA(-) 

      H21.11.16   HBV-DNA(+)、HBs 抗原(+)、HBs 抗体(-)、HBc 抗体(-) 

       H21.11.17   HBV-DNA(+)、HBs 抗原(+)、HBs 抗体(-)、HBc 抗体(-) 

 

３ 状況 

（１）輸血された血液製剤について 

① 当該患者には 45 人の供血者から採血された新鮮凍結血漿等を輸血。 

② 45 人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 20 本の

うち 2本が確保、18 本が使用済み。新鮮凍結血漿 3本はすべて医療機関へ供給済

み。22 本の赤血球濃厚液はすべて医療機関へ供給済み。 

（２）45 人の供血者について 

  供血者 45 人のうち、42 人が再採血・献血に来場（40 名の HBV 関連検査は全て

陰性、2名は HBs 抗体のみ陽性であり、その当該献血時については、1名は同様で

あり、もう 1名は HBs 抗体及び HBc 抗体陽性）。（平成 22 年 2 月 12 日現在、残

る 3名の来訪なし。） 

（３）供血者個別 NAT の試験結果 

   輸血時の供血者 45 人の供血時の保管検体について、個別 NAT を実施したところ、

すべて陰性。 

 

４ 今後の対応 

（１）供血者 3人の再献血・検査に係るフォローを行う（再採血の依頼中）。 

（２）血液の安全対策の推進 

   「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 

（３）その他  

担当医より「副作用・感染症と輸血血液との因果関係はないと考える。」とのコ
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メントあり。 

27



輸血用血液製剤でＣ型肝炎が疑われた事例 

（2月 15報告）について 

 

 

１ 経緯等 

 

 平成 18年 2月 15日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるＨＣＶ感染の

疑いの症例の報告があった。その後、当該症例の死亡が確認され、日本赤十字社から

3月 8日に追加報告があったものである。 

 

 

２ 事 例 

 

 70歳代の男性。原疾患は血液腫瘍。平成 17年 8月 13日から平成 18年 1月 30日

までの間に、輸血（濃厚血小板液 10単位 47本、赤血球濃厚液 2単位 21本、新鮮凍

結血漿 5単位 7本、同 2単位 4本、同 1単位 2本）を実施。患者は、2月 19日に急

性循環不全により死亡。患者の輸血前（8月 12日）のＨＣＶ抗体検査は陰性であっ

たが、本年 1月 30日にＨＣＶコア抗原の陽性が確認され、2月 14日のＡＳＴ／ＡＬ

Ｔは 67／192であった。 

  

 

３ 状 況 

 

 （１）輸血された輸血用製剤について 

  ・ 当該患者には、81人の供血者から採血された赤血球製剤、血小板製剤及び新 

  鮮凍結血漿を輸血。 

  ・ 当該製剤と同一供血者から製造された 70本の原料血漿のうち 67本は確保・廃

棄済み（3本は使用済み）。新鮮凍結血漿は、14本製造で 11本確保済み（3本は

医療機関供給済み）。赤血球製剤 6本は医療機関供給済み。 

 （２）検体検査の状況 

  ・ 保管検体 81本のＨＣＶ個別ＮＡＴはすべて陰性。 

  ・ 供血者 81人中 78人が献血に再来又は再採血し、ＨＣＶ関連検査は陰性であっ

た（平成 22年 2月 12日現在

 （３）患者検体の調査 

、残る 3人のその後の来訪なし）。 

   ・  輸血後の検体でＨＣＶ－ＲＮＡ陽性が確認された。 

 （４）担当医の見解 

   ・  Ｃ型肝炎が死期を早めたと思われるが、輸血かＣ型肝炎の原因であるとの証明

はされていないとのこと。 

 （５）併用薬等 
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 ・ 当該患者は、輸血と同時期に乾燥アンチトロンビン、乾燥スルホ化グロブリ

ン、人血清アルブミンを併用していた。 

 

 

４ 今後の対応 

（１）今後､遡及調査ガイドラインの徹底を進める。 

（２）再来していない供血者 3人のフォローアップを引き続き行う。 
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輸血用血液製剤でＣ型肝炎が疑われた事例 

（1月 6日報告）について 

 

 

１ 経緯等 

 

 平成 22年 1月 6日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるＨＣＶ感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。 

 

２ 事 例 

 

 70歳代の男性。原疾患は消化器腫瘍。平成 21年 11月 26日に、輸血（赤血球濃厚

液 2単位 1本）を実施。患者は、平成 22年 1月 1日に消化器腫瘍により死亡。患者

の輸血前の HCV抗体検査（平成 21年 11月 25日）及び HCV-RNA検査（平成 21年 11

月 26日）は陰性であったが、平成 21年 12月 12日に肝酵素の上昇が見られ、12月

17日に HCV-RNAの陽性が確認された。12月 16日の AST/ALTは 3,640／2,060、T-Bil

は 3.2であり、12月 30日に T-Bilは 12.0だった。 

 

３ 状 況 

 

 （１）輸血された輸血用製剤について 

  ・ 当該患者には、1名の供血者から採血された赤血球製剤を輸血。 

  ・ 当該製剤と同一供血者から製造された新鮮凍結血漿は、1本で確保済み。 

 （２）検体検査の状況 

  ・ 保管検体 1本の HCV個別 NATは陰性。 

  ・ 供血者 1名は、再採血に来所。（HCV関連検査陰性） 

 （３）患者検体の調査 

   ・  輸血前後の検体なし。 

 （４）担当医の見解 

   ・  消化器腫瘍による末期状態において急性Ｃ型肝炎による黄疸を併発したことに

より死期を早めた可能性がある。 

 

４ 今後の対応 

（１）血液の安全対策の推進 

  「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。 
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：
４

（
３

）
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

報
告

例
：

０
（

４
）

そ
の

他
の

感
染

症
報

告
例

：
７

２
Ｂ

型
肝

炎
報

告
事

例
（

１
）

輸
血

前
後

に
感

染
症

検
査

で
H
B
s
抗

原
（

又
は

H
B
V
-
D
N
A
）

等
が

陽
転

し
た

事
例

は
１

２
例

（
輸

血
後

N
A
T
で

陰
性

又
は

輸
血

前
後

で
陽

性
は

０
例

。
）

（
２

）
血

液
製

剤
を

提
供

し
た

献
血

者
の

保
管

検
体

の
個

別
Ｎ

Ａ
Ｔ

陽
性

の
事

例
は

３
例

。
（

３
）

輸
血

後
に

死
亡

（
原

疾
患

又
は

他
の

原
因

に
よ

る
死

亡
を

除
く

）
し

た
と

の
報

告
を

受
け

た
事

例
は

１
例

（
劇

症
化

例
含

む
）

で
あ

る
。

。

３
Ｃ

型
肝

炎
報

告
事

例
（

１
）

輸
血

前
後

に
抗

体
検

査
（

又
は

H
C
V
-
R
N
A
）

等
が

陽
転

し
た

事
例

は
４

例
（

う
ち

、
輸

血
後

N
A
T
で

陰
性

又
は

輸
血

前
後

で
陽

性
は

０
例

。
）

（
２

）
使

用
し

た
血

液
製

剤
を

提
供

し
た

献
血

者
の

保
管

検
体

の
個

別
Ｎ

Ａ
Ｔ

陽
性

事
例

は
０

例
。

（
３

）
輸

血
後

に
死

亡
（

原
疾

患
又

は
他

の
原

因
に

よ
る

死
亡

を
除

く
）

し
た

と
の

報
告

を
受

け
た

事
例

は
１

例
。

４
Ｈ

Ｉ
Ｖ

報
告

事
例

（
１

）
輸

血
前

後
に

抗
体

検
査

等
が

陽
転

し
た

事
例

は
０

例
。

（
２

）
使

用
し

た
血

液
製

剤
を

提
供

し
た

献
血

者
の

保
管

検
体

の
個

別
Ｎ

Ａ
Ｔ

陽
性

事
例

は
０

例
。

（
３

）
輸

血
後

に
死

亡
（

原
疾

患
又

は
他

の
原

因
に

よ
る

死
亡

を
除

く
）

し
た

と
の

報
告

を
受

け
た

事
例

は
０

例
。

５
そ

の
他

感
染

症
報

告
事

例
（

１
）

Ｂ
型

肝
炎

及
び

Ｃ
型

肝
炎

以
外

の
肝

障
害

報
告

事
例

は
０

件
。

（
２

）
細

菌
等

感
染

報
告

事
例

に
お

い
て

、
血

液
製

剤
を

提
供

し
た

献
血

者
の

保
管

検
体

の
無

菌
試

験
陽

性
事

例
は

０
例

。
輸

血
後

に
死

亡
（

原
疾

患
又

は
他

の
原

因
に

よ
る

死
亡

を
除

く
）

し
た

と
の

報
告

を
受

け
た

事
例

は
０

例
。

31



日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

輸
血
に
よ
る
Ｈ
Ｂ
Ｖ
感
染
報
告
例
（
疑
い
例
を
含
む
。
）

供
血
者
陽
性
事
例

3
-
0
9
0
0
0
5
9

A
-
0
9
0
0
0
0
5
9

2
0
0
9
/
8
/
1
1

2
0
0
9
/
8
/
2
1

人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

人
血
小
板
濃
厚

液
（
放
射
線
照

射
）
人
血
小
板
濃
厚

液 人
血
小
板
濃
厚

液
H
L
A
（
放
射
線

照
射
）
人
血
小
板
濃
厚

液
H
L
A

女
6 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
8
/
1
0

- 0
9
/
0
5

0
8
/
1
0

- 0
9
/
0
4

0
8
/
1
0

- 0
9
/
0
5

0
8
/
1
2

- 0
9
/
0
5

0
8
/
1
2

- 0
9
/
0
4

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
8
/
1
0
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
8
/
1
0
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
8
)

陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
4
8
本

（
全
部
）

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

*
被
疑
製
剤
は
4
8
本
（
当
該

被
疑
薬
の
献
血
者
は
4
6

名
）
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
N
A
T

（
H
B
V
)陽
性
と
な
っ
た
献
血

者
お
よ
び
製
剤
に
つ
い
て

の
情
報
【
献
血
者
陽
転
化

情
報
】
当
該
0
9
年
4
月
9
日
H
B
V
関

連
検
査
陰
性
　
保
管
検
体

（
個
別
N
A
T
)H
B
V
-
D
N
A
(-
)

次
回
0
9
年
1
2
月
7
日
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
N
A
T
（
H
B
V
)

（
＋
）
（
陽
転
献
血
）

【
製
剤
情
報
】

当
該
被
疑
薬
（
照
射
濃
厚

血
小
板
）
の
同
一
採
血
番

号
製
剤
と
し
て
1
本
の
原
料

血
漿
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
確
保
済
み
。

2
8
単
位

7
5
単
位

9
0
単
位

4
0
単
位

1
6
0
単
位

3
5
/
4
6
(3
3
人
は

H
B
V
関
連
検
査
陰

性
、
1
人
は
H
B
s抗

体
の
み
陽
性
で
あ

り
当
該
献
血
時
に

お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
1
人
は
次

回
の
献
血
で
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
N
A
T

（
H
B
V
)陽
性
で
あ
っ

た
）

4
4
本
の
原
料
血
漿
、
4

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
1
9
本
確
保
済
み
。
新

鮮
凍
結
血
漿
-
L
R
は
2

本
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
2
5

本
使
用
済
み
。

新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
は
2
本
医
療

機
関
へ
供
給
済

み
う
ち
1
本
は
未

使
用
で
あ
り
回

収
。

非
重
篤
軽
快

献
血
者
検
体
（
陽
転

献
血
時
）
と
患
者
検

体
と
で
P
re
S
/
S
領
域

を
含
む
P
領
域
の
前

半
部
の
15
5
0
ｂ
ｐ
の

塩
基
配
列
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
2
カ
所
に

於
い
て
相
違
が
見
ら

れ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
塩
基
配
列
は
一
致

し
た
。
献
血
者
と
患
者

の
H
B
ウ
イ
ル
ス
は

G
e
n
o
ty
pe
C
で
塩
基

配
列
か
ら
S
u
bt
yp
e

は
ad
rと
推
定
し
た
。

3
-
1
0
0
0
0
0
5

A
-
0
9
0
0
0
1
0
4

2
0
1
0
/
1
/
2
1

2
0
1
0
/
2
/
2

新
鮮
凍
結
人
血

漿 人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

女
3 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
9
/
0
5

- 0
9
/
0
6

0
9
/
0
5

- 0
9
/
1
0

0
9
/
0
5

- 0
9
/
1
0

0
9
/
0
6

- 0
9
/
1
0

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
5
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
+
)

H
B
c
A
b(
+
)

(1
0
/
0
1
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

(1
0
/
0
1
)

-
H
B
V
-
D
N
A
(+
)
陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
3
7
本

に
つ
い
て
H
B
V
-

D
N
A
(-
)、
1
本
H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
V
-
D
N
A
陽
性
輸
血
用

血
液
（
献
血
者
）
に
つ
い
て

の
情
報
①
同
一
採
血
番
号
製
剤
：

な
し
。
②
供
血
者
の
再
来
献
血
：

1
0
回
献
血
に
再
来
。
（
全
て

H
B
V
関
連
検
査
陰
性
）
（
保

管
検
体
1
0
本
に
つ
い
て

H
B
V
-
N
A
T
実
施
予
定
）
2

本
の
原
料
血
漿
、
8
本
の
新

鮮
凍
結
血
漿
を
製
造
。
原

料
血
漿
は
1
本
確
保
済
み

で
、
1
本
国
内
血
漿
分
画
製

造
業
者
へ
送
付
済
み
。
新

鮮
凍
結
血
漿
は
3
本
確
保

済
み
で
5
本
医
療
機
関
へ

供
給
済
み
。

③
当
該
以
外
の
献
血
：
可

能
な
限
り
過
去
に
さ
か
の

ぼ
り
、
保
管
検
体
の
個
別

N
A
T
が
陰
性
と
判
定
さ
れ

る
ま
で
全
て
の
輸
血
用
血

液
、
原
料
を
遡
及
す
る
。

5
5
単
位

1
7
0
単
位 8
単
位
1
2
単
位

2
4
/
3
8
(2
0
人
は

H
B
V
関
連
検
査
陰

性
、
4
人
は
H
B
ｓ
抗

体
の
み
陽
性
で
あ

り
、
当
該
献
血
時
に

お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
）

2
5
本
の
原
料
血
漿
、
2

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
2
3
本
確
保
済
み
。
新

鮮
凍
結
血
漿
-
L
R
は
全

て
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
2

本
使
用
済
み
。
非
重
篤
未
回
復

患
者
と
献
血
者

（
H
B
V
陽
性
保
管
検

体
）
と
の
H
B
V
-
N
A
T

実
施
予
定
塩
基
配
列

の
相
同
性
に
つ
い
て

調
査
予
定
。

3
-
1
0
0
0
0
0
8

A
-
0
9
0
0
0
1
0
7

2
0
1
0
/
1
/
2
6

2
0
1
0
/
2
/
5

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
7 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
9
/
0
8

- 0
9
/
1
2

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

Ig
M
-
H
B
c
A
b(
+
)

H
B
e
A
g(
-
)

H
B
e
A
b(
+
)

（
1
0
/
0
1
）

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

(1
0
/
1
)

陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
5
本
H
B
V
-
D
N
A
(-
)、
1
本
H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
V
-
D
N
A
陽
性
輸

血
用
血
液
（
献
血

者
）
に
つ
い
て
の
情

報 ①
同
一
採
血
番
号

製
剤
：
原
料
血
漿
は

1
本
確
保
済
み
。

1
2
単
位
0
/
6

5
本
の
原
料
血
漿
、
1
本

の
新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R

を
製
造
。
原
料
血
漿
、

新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R
は

す
べ
て
確
保
済
み
。

－
重
篤
未
回
復

患
者
検
体
と
献
血
者

（
H
B
V
陽
性
保
管
検

体
）
と
の
H
B
V
塩
基

配
列
の
相
同
性
に
つ

い
て
調
査
予
定
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日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

3
-
1
0
0
0
0
0
9

2
0
1
0
/
2
/
1

人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

男
6 0

消
化
器
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
5
-

H
B
ｓ
A
b(
-
)

H
B
ｃ
A
b(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

(1
0
/
0
1
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

(1
0
/
1
)

陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
8
本
H
B
V
-
D
N
A
(-
)、
1
本
H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
V
-
D
N
A
陽
性
輸
血
用

血
液
（
献
血
者
）
に
つ
い
て

の
情
報
①
 同
一
採
血
番
号
製
剤
：

1
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R

を
製
造
し
、
医
療
機
関
へ

供
給
済
み
。

②
 供
血
者
の
再
来
献
血
：

1
回
（
1
9
2
日
後
）
献
血
に
再

来
。
（
H
B
V
関
連
検
査
陰

性
）
（
保
管
検
体
に
つ
い
て

H
B
V
-
N
A
T
実
施
予
定
）

1
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R

、
1
本
の
赤
血
球
濃
厚
液
-

L
R
を
製
造
。
新
鮮
凍
結
血

漿
-
L
R
は
確
保
済
み
で
、

赤
血
球
濃
厚
液
-
L
R
は
医

療
機
関
へ
供
給
済
み
。

③
 当
該
以
前
の
献
血
：
可

能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
保

管
検
体
の
個
別
N
A
T
が
陰

性
と
判
定
さ
れ
る
ま
で
全
て

の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血

漿
を
遡
及
す
る
。

1
8
単
位
6
/
9

6
本
の
原
料
血
漿
、
3
本

の
新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R

を
製
造
。
原
料
血
漿
は

5
本
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
1

本
使
用
済
み
。

新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
は
全
て
医

療
機
関
へ
供
給

済
み
。

非
重
篤
軽
快

患
者
検
体
と
献
血
者

（
H
B
V
陽
性
保
管
検

体
）
と
の
H
B
V
塩
基

配
列
の
相
同
性
に
つ

い
て
調
査
予
定

陽
転
事
例

3
-
0
9
0
0
0
9
2

A
-
0
9
0
0
0
0
9
2

2
0
0
9
/
1
1
/
2
0

2
0
0
9
/
1
2
/
3

新
鮮
凍
結
人
血

漿
-
L
R

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
7 0

循
環
器
疾
患

B 型 肝 炎

0
9
/
0
2

0
9
/
0
2

0
9
/
0
2

0
9
/
0
2

-

H
B
ｓ
A
ｇ
(-
)

H
B
ｓ
A
b(
-
)

H
B
ｃ
A
b(
-
)

(0
9
/
0
2
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
e
A
g(
-
)

H
B
e
A
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

Ig
M
-
H
B
c
A
b(
+
)

(0
9
/
1
1
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
ｓ
A
g(
-
)

H
B
ｓ
A
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
2
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

(0
9
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
ｓ
A
g(
+
)

H
B
ｓ
A
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
ｓ
A
g(
+
)

H
B
ｓ
A
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)

陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
4
5
本

全
部
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

調
査
結
果
を
受
け

て
、
担
当
医
よ
り
「
副

作
用
・
感
染
症
と
輸

血
血
液
と
の
因
果
関

係
は
な
い
と
考
え
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
得
ら

れ
た
。

3
8
単
位

5
0
単
位

1
3
単
位

2
6
単
位

4
1
/
4
5
(4
1
人
が
献

血
ま
た
は
事
後
検

査
依
頼
に
よ
り
来

所
。
3
9
人
は
H
B
V

関
連
検
査
陰
性
。
2

人
は
H
B
ｓ
抗
体
の

み
陽
性
で
あ
り
、
そ

の
当
該
献
血
時
に

つ
い
て
は
1
人
は
同

様
で
あ
り
、
1
人
は

H
B
ｓ
抗
体
お
よ
び

H
B
c
抗
体
陽
性
で

あ
っ
た
。
）

2
0
本
の
原
料
血
漿
、
3

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
、
2
2
本
の
赤
血
球

濃
厚
液
-
L
R
を
製
造
。

原
料
血
漿
は
2
本
確
保

済
み
。

原
料
血
漿
は
1
8

本
使
用
済
み
。

赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
は
全
て
使

用
済
み
。
新
鮮

凍
結
血
漿
-
L
R

は
全
て
医
療
機

関
へ
供
給
済

み
。

重
篤

死
亡
（
死

亡
と
本
剤
と
の
関
連
性
不
明
(担
当
医
の
見
解
）

患
者
の
H
B
ウ
イ
ル
ス

は
G
e
n
o
ty
pe
C
で
塩

基
配
列
か
ら

S
u
bt
yp
e
は
ad
rと
推

定
し
た
。
C
P
/
P
re
C

領
域
の
塩
基
配
列
は

M
u
ta
n
t 
T
yp
e
で
c
o
re

pr
o
m
o
te
r部
位
に
も

変
異
が
あ
っ
た
。

3
-
0
9
0
0
0
9
4

A
-
0
9
0
0
0
0
9
4

2
0
0
9
/
1
1
/
2
7

2
0
0
9
/
1
2
/
9

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）

男
6 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
6
/
1
1

- 0
7
/
0
1

0
6
/
1
2

- 0
7
/
0
1

H
B
sA
g(
-
)

(0
5
/
0
4
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
5
/
0
9
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
0
9
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

H
B
e
A
g(
+
)

H
B
e
A
b(
-
)

(0
9
/
1
0
)

-

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

（
0
9
/
1
1
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
9
本
全
部
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

5
0
単
位

8
単
位
8
/
9
(H
B
V
関
連
検

査
陰
性
）

9
本
の
原
料
血
漿
を
製

造
。

原
料
血
漿
は
全

て
使
用
済
み
。
非
重
篤
不
明

3
-
0
9
0
0
0
9
6

A
-
0
9
0
0
0
0
9
6

2
0
0
9
/
1
2
/
2

2
0
0
9
/
1
2
/
1
5

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）

男
6 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
7

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
6

H
B
sA
g(
-
)

(0
8
/
1
0
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
5
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
e
A
g(
+
)

H
B
e
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)

-

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
5
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
1
1
本

全
部
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

1
0
単
位

6
0
単
位
8
/
1
1
(H
B
V
関
連
検

査
陰
性
）

1
0
本
の
原
料
血
漿
、
1

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
、
9
本
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
、
1

本
使
用
済
み
。

新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
は
医
療
機

関
へ
供
給
済

み
。

重
篤
未
回
復

33



日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

3
-
0
9
0
0
0
9
7

A
-
0
9
0
0
0
0
9
7

2
0
0
9
/
1
2
/
2
2

2
0
0
9
/
1
2
/
2
5

新
鮮
凍
結
人
血

漿
女
4 0

そ
の
他
の
疾
患

B 型 肝 炎

0
8
/
1
0

- 0
8
/
1
2

0
9
/
0
5

- 0
9
/
0
6

-

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

(0
9
/
0
1
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
1
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
4
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
1
2
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
c
A
b(
+
)

H
B
e
A
g(
+
)

H
B
e
A
b(
-
)

(0
9
/
1
2
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
8
/
1
0
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
8
/
1
0
)

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
2
4
本

全
部
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

被
疑
薬
1
2
本
で
第
１

報
を
入
手
し
、
未
完

了
報
告
を
行
っ
た

が
、
そ
の
後
医
療
機

関
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
被
疑
薬
１
２
本

が
追
加
さ
れ
た
（
未

完
了
報
告
へ
は
記

載
済
み
）

1
2
0
単
位
2
3
/
2
4
(H
B
V
関
連

検
査
陰
性
）
-

-
重
篤
未
回
復

3
-
0
9
0
0
0
9
9

A
-
0
9
0
0
0
0
9
9

2
0
0
9
/
1
2
/
2
5

2
0
1
0
/
1
/
7

人
赤
血
球
濃
厚

液 人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
血
小
板
濃
厚

液 人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
新
鮮
凍
結
人
血

漿

女
4 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

9
9
/
0
6

- 9
9
/
0
9

9
9
/
0
7

9
9
/
0
6

- 9
9
/
0
8

9
9
/
0
7

9
9
/
0
6

- 9
9
/
0
7

H
B
sA
g(
-
)

(9
9
/
0
5
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
1
0
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
c
A
b(
+
)

H
B
e
A
g(
+
)

（
0
9
/
1
0
）

-
-

-

保
管
検
体
7
0
本

全
部
に
つ
い
て
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

4
6
単
位

8
単
位
2
5
0
単
位 2
0
単
位

3
2
単
位

5
5
/
7
0
(5
4
人
は

H
B
V
関
連
検
査
陰

性
、
1
人
は
H
B
s抗

体
お
よ
び
H
B
ｃ
抗

体
陽
性
で
、
当
該

献
血
時
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
っ
た
。

7
0
本
の
原
料
血
漿
、

1
7
本
の
新
鮮
凍
結
血

漿
、
1
5
本
の
赤
血
球

M
A
P
、
1
本
の
洗
浄
赤

血
球
を
製
造
。

原
料
血
漿
は
全

て
使
用
済
み
。

新
鮮
凍
結
血

漿
、
赤
血
球

M
A
P
、
洗
浄
赤

血
球
は
全
て
医

療
機
関
へ
供
給

済
み
。

重
篤
未
回
復

3
-
1
0
0
0
0
0
6

A
-
0
9
0
0
0
1
0
5

2
0
1
0
/
2
/
2
2
0
1
0
/
2
/
3

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

女
6 0
血
液
腫
瘍

B 型 肝 炎

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
6

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
6

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
B
sA
g(
＋
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

(1
0
/
0
1
)

-
H
B
V
-
D
N
A
(+
)
陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
2
6
本

（
全
部
）

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

1
6
5
単
位 2
0
単
位

1
6
/
2
6
(1
5
人
は

H
B
V
関
連
検
査
陰

性
、
１
人
は
H
B
ｓ
抗

体
の
み
陽
性
で
あ

り
、
当
該
献
血
時
に

お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
）

２
１
本
の
原
料
血
漿
、

５
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
を
製
造
。
原
料
血

漿
は
８
本
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
１

３
本
使
用
済

み
。
新
鮮
凍
結

血
漿
-
L
R
は
全

て
医
療
機
関
へ

供
給
済
み
。

非
重
篤
未
回
復

3
-
1
0
0
0
0
0
7

A
-
0
9
0
0
0
1
0
6

2
0
1
0
/
1
/
2
2

2
0
1
0
/
2
/
5

新
鮮
凍
結
人
血

漿
-
L
R

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
～ 1 ０

循
環
器
疾
患

B 型 肝 炎

0
9
/
0
7

- 0
9
/
0
8

0
9
/
0
7

H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
7
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b（
+
）

Ig
M
-
H
B
c
A
b（
+
）

H
B
e
A
g（
+
）

H
B
e
A
b（
-
）

(1
0
/
0
1
)

-

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
g(
+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

(1
0
/
1
)

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
2
6
本

2
6
本
（
全
部
）

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

人
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン

4
8
単
位

4
単
位

1
9
/
2
6
(1
8
人
は

H
B
V
関
連
検
査
陰

性
、
１
人
は
H
B
ｓ
抗

体
お
よ
び
H
B
ｃ
抗

体
陽
性
で
あ
り
、
当

該
献
血
時
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
）

2
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
、
2
4
本
の
赤
血
球

濃
厚
液
-
L
R
を
製
造
。

新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R
は

す
べ
て
確
保
済
み
。

赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
は
全
て
医

療
機
関
へ
供
給

済
み
。

重
篤
未
回
復

3
-
1
0
0
0
0
1
0

2
0
1
0
/
2
/
1

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
新
鮮
凍
結
人
血

漿

女
4 0

呼
吸
器
疾
患

B 型 肝 炎

0
7
/
0
8

、 0
8
/
0
4

0
8
/
0
4

0
8
/
0
4

-

H
B
c
A
b(
-
)

(0
7
/
0
9
)

H
B
sA
g(
-
)

(0
8
/
0
4
)

H
B
sA
g(
+
)

(1
0
/
0
1
)

H
B
c
A
b(
+
)

H
B
e
A
g(
+
)

（
1
0
/
0
1
）

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

(0
7
/
0
8
)

H
B
V
-
D
N
A
(-
)

(0
8
/
0
6
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

(1
0
/
0
2
)

陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
4
1
本

全
部
H
B
V
-
D
N
A
(-
)

6
4
単
位

3
0
単
位

3
0
単
位
3
2
/
4
1

3
1
本
の
原
料
血
漿
、
4

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
を
製
造
。

原
料
血
漿
は
全

て
使
用
済
み
。

新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
は
全
て
医

療
機
関
へ
供
給

済
み
。

重
篤
未
回
復

輸
血
後
Ｎ
Ａ
Ｔ
で
陰
性
又
は
輸
血
前
後
で
陽
性

（
該
当
例
な
し
）

陽
転
未
確
認
事
例
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日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

3
-
1
0
0
0
0
1
2

2
0
1
0
/
2
/
1
0

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液 新
鮮
凍
結
人
血

漿

女
～ 1 0

肝
・
胆
・
膵
疾
患

B 型 肝 炎

0
6
/
0
8

- 0
6
/
0
9

H
B
sA
g(
-
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
-
)

Ig
M
-
H
B
c
A
b(
-

) H
B
e
A
g(
-
)

H
B
e
A
b(
-
)

(0
6
/
0
7
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
8
/
1
0
)

H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
1
2
)

H
B
V
-
D
N
A
(+
)

H
B
sA
b(
-
)

H
B
c
A
b(
+
)

H
B
e
A
g(
-
)

H
B
e
A
b(
-
)

(0
9
/
1
2
)

-
調
査
中

H
B
V
関
連
検
査

実
施
予
定

保
管
検
体
7
1
本

に
つ
い
て
H
B
V
-

N
A
T
実
施
予
定

2
1
0
単
位 2
単
位
2
単
位
9
8
単
位

調
査
中

調
査
中

調
査
中

重
篤
未
回
復

輸
血
に
よ
る
Ｈ
C
Ｖ
感
染
報
告
例
（
疑
い
例
を
含
む
。
）

供
血
者
陽
性
事
例

（
該
当
例
な
し
）

陽
転
事
例

3
-
0
9
0
0
0
9
0

A
-
0
9
0
0
0
0
9
0

2
0
0
9
/
1
1
/
1
9

2
0
0
9
/
1
2
/
2

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

女
5 0
血
液
腫
瘍

C 型 肝 炎

0
9
/
0
3

- 0
9
/
0
7

H
C
V
-
A
b(
-
)

(0
8
/
1
2
)

H
C
V
コ
ア
A
g(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
C
V
コ
ア
A
g(
+
)

(0
9
/
1
1
)

H
C
V
-
R
N
A
(-
)

H
C
V
-
A
b(
-
)

(0
9
/
0
3
)

H
C
V
-
R
N
A
(+
)

H
C
V
-
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)
陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
2
2
本

(全
部
）

に
つ
い
て
H
C
V
-

R
N
A
(-
)

1
2
0
単
位 2
0
単
位

1
2
/
2
2
(H
C
V
関
連

検
査
陰
性
）

2
0
本
の
原
料
血
漿
、
2

本
の
新
鮮
凍
結
血
漿
-

L
R
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
、
1
0
本
確
保
済
み
。

新
鮮
凍
結
血
漿
-
L
R
は

す
べ
て
確
保
済
み
。

原
料
血
漿
は
、
9

本
使
用
済
み

で
、
1
本
減
損
廃

棄
済
み
。

重
篤
未
回
復

3
-
0
9
0
0
0
9
1

A
-
0
9
0
0
0
0
9
1

2
0
0
9
/
1
1
/
2
0

2
0
0
9
/
1
2
/
3

新
鮮
凍
結
人
血

漿
-
L
R

人
血
小
板
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

男
6 0

循
環
器
疾
患

C 型 肝 炎

0
9
/
0
4
H
C
V
-
A
b(
-
)

(0
9
/
0
2
)

H
C
V
コ
ア
A
g(
+
)

(0
9
/
0
8
)

H
C
V
-
R
N
A
(+
)

ge
n
o
ty
pe
1
b

(0
9
/
1
0
)

H
C
V
-
R
N
A
(-
)

(0
9
/
0
4
)

H
C
V
-
R
N
A
(+
)

H
C
V
-
A
b(
+
)

(0
9
/
1
1
)
陰
性
(輸
血
前
）

陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
1
7
本

(全
部
）

に
つ
い
て
H
C
V
-

R
N
A
(-
)

1
6
単
位

2
0
単
位

1
6
単
位

9
/
1
7
(H
C
V
関
連
検

査
陰
性
）

９
本
の
原
料
血
漿
、
８

本
の
赤
血
球
濃
厚
液
-

L
R
を
製
造
。
原
料
血
漿

は
、
す
べ
て
確
保
済

み
。

赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
は
全
て
医

療
機
関
へ
供
給

済
み
。

重
篤
未
回
復

3
-
1
0
0
0
0
0
1

A
-
0
9
0
0
0
1
0
0

2
0
1
0
/
1
/
6

2
0
1
0
/
1
/
2
0

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
7 0

消
化
器
腫
瘍

C 型 肝 炎

0
9
/
1
1

H
C
V
-
A
b(
-
)

(0
9
/
1
1
)

H
C
V
-
R
N
A
(-
)

(0
9
/
1
1
)

H
C
V
-
R
N
A
(+
)

(0
9
/
1
2
)

-
-

-

保
管
検
体
1
本
に
つ
い
て
H
C
V
-

R
N
A
(-
)

2
単
位
1
/
1

1
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
を
製
造
。
新
鮮
凍

結
血
漿
-
L
R
は
確
保
済

み
。

-
重
篤

死
亡
（
死

亡
と
本
罪
と
の
関
連
性
あ
り
：
担

当
医
の

意
見
）

3
-
1
0
0
0
0
0
2

A
-
0
9
0
0
0
1
0
1

2
0
1
0
/
1
/
1
2

2
0
1
0
/
1
/
2
1

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
7 0

消
化
器
腫
瘍

C 型 肝 炎

0
7
/
1
0
H
C
V
-
A
b(
-

)(
0
7
/
1
0
)

H
C
V
-
A
b(
+
)

(0
9
/
0
9
)

H
C
V
-
R
N
A
(+
)

(0
9
/
1
0
)

-
H
C
V
-
R
N
A
(+
)

H
C
V
-
A
b(
+
)

（
1
0
/
0
1
）
陽
性
(輸
血
後
）

保
管
検
体
1
本
に
つ
い
て
H
C
V
-

R
N
A
(-
)

2
単
位
0
/
1

1
本
の
原
料
血
漿
を
製

造
。

原
料
血
漿
は
使

用
済
み
。
非
重
篤
未
回
復

輸
血
後
Ｎ
Ａ
Ｔ
で
陰
性
又
は
輸
血
前
後
で
陽
性

陽
転
未
確
認
事
例

輸
血
に
よ
る
Ｈ
ＩＶ
感
染
報
告
例
（
疑
い
例
を
含
む
。
）

（
該
当
例
な
し
）

輸
血
に
よ
る
細
菌
等
感
染
報
告
例
（
疑
い
例
を
含
む
。
）
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日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

3
-
0
9
0
0
0
7
2

A
-
0
9
0
0
0
0
7
2

2
0
0
9
/
1
0
/
6

2
0
0
9
/
1
0
/
2
0

人
血
小
板
濃
厚

液
（
放
射
線
照

射
）

男
7 0
血
液
疾
患

細 菌 感 染

0
9
/
1
0
-

輸
血
約
8
0
分
後
に
悪

寒
・
戦
慄
、
喘
鳴
、
末

梢
冷
感
あ
り
。
S
pO
2

6
0
～
7
0
%
台
、
B
P
7
0
台

投
与
中
止
。

約
2
時
間
後

B
T
3
6
..8
℃
→
39
.7
℃

院
内
に
て
実
施
の
患

者
血
液
培
養
よ
り

S
tr
e
pt
o
c
o
c
c
u
s

ag
al
ac
ti
ae
を
検
出
。

院
内
に
て
実
施
の
当

該
製
剤
血
液
培
養
よ
り

S
tr
e
pt
o
c
o
c
c
u
s

ag
al
ac
ti
ae
を
検
出
。

投
与
中
止
の
当
該

製
剤
１
本
で
細
菌

培
養
試
験
を
実

施
、
S
tr
e
pt
o
c
o
c
c
u
s

ag
al
ac
ti
ae
（
B
群
レ

ン
サ
球
菌
）
同
定
。

同
一
採
血
番
号
の

血
漿
（
1
本
）
で
無
菌

試
験
を
実
施
、
適

合
。
保
管
検
体
（
1
本
）
で

細
菌
培
養
試
験
を

実
施
、
S
tr
e
pt
o
c
o
c
c
u
s

ag
al
ac
ti
ae
陰
性
。

-
-

-
被
疑
薬
：
採
血
3
日

目
の
照
射
濃
厚
血

小
板
（
１
本
）

1
0
単
位
-

1
本
の
原
料
血
漿
を
製

造
。
原
料
血
漿
は
確
保

済
み
。

-
重
篤
未
回
復

医
療
機
関
に
お
い
て
検
出

さ
れ
た
両
者
の
菌
株
を
入

手
し
、
3
つ
の
菌
株
（
医
療
機

関
に
お
い
て
当
該
製
剤
か

ら
検
出
さ
れ
た
菌
株
、
患
者

か
ら
検
出
さ
れ
た
菌
株
お
よ

び
日
本
赤
十
字
社
で
当
該

製
剤
か
ら
検
出
し
た
菌
株
）

に
つ
い
て
、
以
下
の
解
析
を

行
い
、
三
者
が

S
tr
ep
to
co
cc
us
 a
ga
la
ct
ia
e

（
Ib
型
）
で
あ
り
、
同
一
の
菌

株
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
細
菌
培
養
（
同
定
）
試
験

菌
型
試
験
（
血
清
型
）

型
別
試
験
（
パ
ル
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
電
気
泳
動
法
に
よ
る
遺

伝
子
解
析
パ
タ
ー
ン
）

3
-
0
9
0
0
0
8
9

A
-
0
9
0
0
0
0
8
9

2
0
0
9
/
1
1
/
1
7

2
0
0
9
/
1
2
/
2

人
血
小
板
濃
厚

液
男
4 0
血
液
腫
瘍

細 菌 感 染

0
9
/
1
1
3
6
.2
℃
脈
7
8
/
m
in

輸
血
後
1
h
r目
に
シ
バ

リ
ン
グ
↑
↑
、
H
R
＞

1
5
0
、
S
pO
2
 7
0
%
 台
。

そ
の
後
B
T
3
9
.5
℃

院
内
に
て
実
施
の
患

者
血
液
培
養
よ
り
ブ
ド

ウ
糖
非
発
酵
グ
ラ
ム

陰
性
桿
菌
及
び
グ
ラ

ム
陽
性
桿
菌
を
検
出
。

投
与
中
止
の
当
該

製
剤
1
本
で
細
菌
培

養
試
験
を
実
施
、

陰
性
。
非
溶
血
性
副
作
用

関
連
検
査
実
施
。

抗
血
漿
タ
ン
パ
ク
質

抗
体
検
査
：
陰
性

血
漿
タ
ン
パ
ク
質
欠

損
検
査
：
欠
損
な
し

-
-

-
採
血
2
日
目
の
濃
厚

血
小
板
（
1
本
）
1
0
単
位
-

１
本
の
原
料
血
漿
を
製

造
。
原
料
血
漿
は
確
保

済
み
。

-
非
重
篤
回
復

3
-
0
9
0
0
0
9
3

A
-
0
9
0
0
0
0
9
3

2
0
0
9
/
1
1
/
2
4

2
0
0
9
/
1
2
/
3

人
血
小
板
濃
厚

液
男
2 0
血
液
腫
瘍

細 菌 感 染

0
9
/
1
1
B
P
1
1
0
/
5
0

B
T
3
8
℃

S
pO
2
 1
0
0
%

開
始
数
十
秒
後
に
突

然
胸
部
不
快
感
（
痛
み

肋
骨
下
方
付
近
）
を
訴

え
顔
面
紅
潮
、
シ
バ
リ

ン
グ
と
と
も
に
4
0
℃
の

発
熱
B
P
1
1
0
/
6
0

B
T
3
9
.6
℃

S
pO
2
 1
0
0
%

院
内
に
て
実
施
の
患

者
血
液
培
養
、
陰
性
。

投
与
中
止
の
当
該

製
剤
1
本
で
細
菌
培

養
試
験
を
実
施
、

陰
性
。

-
-

-
採
血
3
日
目
の
濃
厚

血
小
板
(1
本
）
1
0
単
位
-

１
本
の
原
料
血
漿
を
製

造
。
原
料
血
漿
は
確
保

済
み
。

-
非
重
篤
回
復

3
-
0
9
0
0
0
9
8

A
-
0
9
0
0
0
0
9
8

2
0
0
9
/
1
2
/
2
5

2
0
1
0
/
1
/
7
新
鮮
凍
結
人
血

漿
-
L
R

男
7 0
消
化
器
癌

細 菌 感 染

0
9
/
1
2
-

輸
血
2
0
分
後

B
T
3
7
.9
℃
→
39
.7
℃

B
P
1
2
0
/
6
0
→
1
9
0
／

9
2
m
m
H
g

H
R
8
3
bp
m
→
1
6
3
bp
m

院
内
に
て
患
者
血
液

お
よ
び
当
該
輸
血
用

血
液
に
つ
い
て
血
液

培
養
実
施
中

投
与
中
止
の
当
該

製
剤
1
本
で
細
菌
培

養
試
験
を
実
施
、

陰
性
。
非
溶
血
性
副
作
用

関
連
検
査
実
施
。

抗
血
漿
タ
ン
パ
ク
質

抗
体
検
査
：
陰
性

-
-

-
被
疑
薬
：
採
血
2
3
0

日
目
の
新
鮮
凍
結

血
漿
-
L
R
 1
本
2
単
位
-

1
本
の
赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
を
製
造
。

赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
は
医
療
機

関
へ
供
給
済

み
。

非
重
篤
回
復

3
-
1
0
0
0
0
0
3

A
-
0
9
0
0
0
1
0
2

2
0
1
0
/
1
/
1
3

2
0
1
0
/
1
/
2
1

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

男
8 0

消
化
器
疾
患

細 菌 感 染

1
0
/
1
-

輸
血
翌
日

3
9
.2
℃
患
者
血
液
培
養
よ
り
A

群
溶
血
性
レ
ン
サ
球

菌
を
検
出

同
一
採
血
番
号
の

血
漿
(2
本
）
で
無
菌

試
験
を
実
施
、
適

合
。

-
-

-
採
血
1
2
日
目
の
照

射
赤
血
球
濃
厚
液
-

L
R

4
単
位
-

２
本
の
新
鮮
凍
結
血
漿

-
L
R
を
製
造
、
す
べ
て

確
保
済
み
。

-
非
重
篤
回
復
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日 赤 番 号

識 別 番 号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日
一
般
名

患 者 性 別

年 代
原
疾
患

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
日
赤
投
与
前

検
査
日
赤
投
与
後

検
査
受
血
者
個
別

N
A
T

献
血
者
個
別
N
A
T

併
用
血
液
製
剤
等

備
考

使
用
単
位
数

供
血
者
再
献
血

※
同
一
供
血
者
製
剤

確
保
※

同
一
供
血
者

製
剤
使
用
※

感
染
症
等
転
帰
転
帰

供
血
者

発
遡
及

の
場
合

の
供
血

者
保
管

検
体
（
抗

原
、
抗
体
、
N
A
T
）

供
血
者
発
遡
及
の

場
合
の
供
血
者
の

検
査
値

3
-
1
0
0
0
0
0
4

A
-
0
9
0
0
0
1
0
3

2
0
1
0
/
1
/
1
8

2
0
1
0
/
1
/
2
9

人
赤
血
球
濃
厚

液
-
L
R

新
鮮
凍
結
人
血

漿
-
L
R

男
～ ０

循
環
器
疾
患 先
天
性
疾
患

サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス 感 染

0
9
/
1
1

0
9
/
1
1

Ig
M
-
C
M
V
-

A
b(
-
)
Ig
G
-
C
M
V
-

A
b(
-
)
(0
9
/
1
1
)

Ig
M
-
C
M
V
-
A
b(
+
)

Ig
G
-
C
M
V
-
A
b(
+
)

(0
9
/
1
2
)

Ig
M
-
C
M
V
-
A
b(
+
)

Ig
G
-
C
M
V
-
A
b(
+
)

(1
0
/
0
1
)

-
-

-

保
管
検

体
2
本
に

つ
い
て
Ig
M
-
C
M
V
A
b(
-
),
Ig
G
-
C
M
V
A
b(
+
)
保
管
検

体
1
本
に

つ
い
て
Ig
M
-
C
M
V
A
b(
-
),
Ig
G
-
C
M
V
A
b(
-
)

3
単
位
2
単
位
-

2
本
の
原
料
血
漿
、
1
本

の
赤
血
球
濃
厚
液
-
L
R

を
製
造
。
原
料
血
漿

は
、
す
べ
て
確
保
済

み
。

赤
血
球
濃
厚
液

-
L
R
は
医
療
機

関
へ
供
給
済

み
。

非
重
篤
軽
快

3
-
1
0
0
0
0
1
1

2
0
1
0
/
2
/
3

人
赤
血
球
濃
厚

液
(放
射
線
照

射
）
-
L
R

女
8 0

外 傷
・
整
形
外
科
的
疾
患

細 菌 感 染

1
0
/
1
B
T
3
5
.8
℃

B
P
1
1
3
／
7
8

P
1
1
0

輸
血
翌
日

3
7
℃
B
P
1
6
4
／
9
0

P
1
2
8
輸
血
翌
々
日
、
シ
ョ
ッ

ク
発
現
。

院
内
に
て
実
施
の
患

者
血
液
培
養
は
陰

性
。

同
一
採
血
番
号
の

血
漿
（
1
本
）
で
無
菌

試
験
を
実
施
予

定
。
非
溶
血
性
副
作
用

関
連
検
査
実
施
予

定

-
-

-
被
疑
薬
：
採
血
1
1
日

目
の
照
射
赤
血
球

濃
厚
液
-
L
R

2
単
位
－

1
本
原
料
血
漿
を
製

造
。
調
査
中

調
査
中

重
篤
軽
快
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識
別
番
号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日

販
売
名
（
一
般

名
）

患 者 性 別

年 代

原
疾
患 （
簡
略

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
患
者
検
体
確
保
状

況
受
血
者
個
別

N
A
T

原
料
血
漿
・
製
品

Ｎ
Ａ
Ｔ
検
査
（
再
検

査
・
製
造
時
検
査

の
別
）

併
用
血

液
製
剤

等

使
用
単
位

数
ロ
ッ
ト
番
号

同
一
製
剤
ロ
ッ
ト

使
用
状
況

感
染
症
転
帰
転
帰

血
漿
分
画
製
剤
に
よ
る
感
染
報
告
例
（
疑
い
例
を
含
む
。
）

A
-
0
9
0
0
0
0
0
1

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
男
循
環
器
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
6
/
9

1
9
9
0
/
1
、
慢
性
C
型
肝

炎
の
診
断
。

1
9
9
0
/
9
 H
C
V
-
A
b
(+
)。

1
9
9
2
/
6
 肝
硬
変
の
診

断 1
9
9
9
/
2
肝
癌
の
診
断

2
0
0
0
/
1
2
死
亡

A
-
0
9
0
0
0
0
0
2

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
血
液
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
8
/
1
0

1
9
8
8
/
1
2
急
性
肝
炎
の

診
断
。

1
9
9
0
/
3
、
慢
性
C
型
肝

炎
の
診
断
。

1
9
9
0
/
4
　
H
C
V
-

A
b
(+
)。
1
9
9
0
/
1
1
　
H
C
V
-
R
N
A

定
量
　
1
.1
M
E
Q
/
m
l

2
0
0
6
/
1
1
～
2
0
0
8
/
1
慢

性
肝
炎
の
診
断

A
-
0
9
0
0
0
0
0
3

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女

外 傷
・
整
形
外
科
的
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
6
/
1
0

不
明
日
、
急
性
肝
炎

発
症
2
0
0
4
/
1
1
健
康
診
断
で

H
C
V
感
染
が
判
明
。

現
在
、
慢
性
肝
炎
。

A
-
0
9
0
0
0
0
0
4

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
男
循
環
器
疾
患
？

C 型 肝 炎

1
9
8
6
/
9

1
9
8
6
/
1
0
術
後
肝
炎
と

診
断
1
9
9
5
/
7
　
C
型
肝
炎
と

診
断
1
9
9
6
/
1
　
H
C
V
-
A
b
(+
)

1
9
9
6
/
2
　
脳
動
脈
瘤

破
裂
で
死
亡

A
-
0
9
0
0
0
0
0
5

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
産
科
（
出
血
）

C 型 肝 炎

1
9
8
6
/
8

1
9
9
9
　
C
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
キ
ャ
リ
ア
と
診
断

2
0
0
2
/
4
　
IF
N
治
療
に

よ
り
H
C
V
検
出
限
界
以

A
-
0
9
0
0
0
0
0
6

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女

外 傷
・
整
形
外
科
的
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
9
/
4

1
9
9
0
/
9
　
C
型
肝
炎
と

診
断
2
0
0
3
/
2
　
H
C
V
-
R
N
A

検
出

A
-
0
9
0
0
0
0
0
7

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
循
環
器
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
7
7

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
A
b
（
＋
）

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
検
出

限
界
以
下

乾
燥
人

血
液
凝

固
第
9

因
子
複

合
体

A
-
0
9
0
0
0
0
0
8

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
男

外 傷
・
整
形
外
科
的
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
8

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
肝
硬
変

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
と
考

え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り

6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加
熱
処
理
の

み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
H
T
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り

6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加
熱
処
理
の

み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
H
T
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。
。

備
考

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り

6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加
熱
処
理
の

み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。
。
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識
別
番
号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日

販
売
名
（
一
般

名
）

患 者 性 別

年 代

原
疾
患 （
簡
略

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
患
者
検
体
確
保
状

況
受
血
者
個
別

N
A
T

原
料
血
漿
・
製
品

Ｎ
Ａ
Ｔ
検
査
（
再
検

査
・
製
造
時
検
査

の
別
）

併
用
血

液
製
剤

等

使
用
単
位

数
ロ
ッ
ト
番
号

同
一
製
剤
ロ
ッ
ト

使
用
状
況

感
染
症
転
帰
転
帰

備
考

A
-
0
9
0
0
0
0
0
9

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
産
科
（
出
血
）

C 型 肝 炎

1
9
8
9

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
C
型
慢
性
肝
炎

A
-
0
9
0
0
0
0
1
0

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
産
科
（
出
血
）

C 型 肝 炎

1
9
8
8

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
A
b
（
＋
）

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
検
出

限
界
以
下

A
-
0
9
0
0
0
0
1
1

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女

産
科
（
出
血
）
？

C 型 肝 炎

1
9
8
7

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
無
症
候
性
キ
ャ

リ
ア

A
-
0
9
0
0
0
0
1
2

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
産
科
（
出
血
）

C 型 肝 炎

1
9
8
7

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
検
出

限
界
以
下

A
-
0
9
0
0
0
0
1
3

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
血
液
疾 患
？

C 型 肝 炎

1
9
8
6

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
C
型
慢
性
肝
炎

A
-
0
9
0
0
0
0
1
4

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
循
環
器
疾
患

C 型 肝 炎

1
9
8
4

不
明
日
、
C
型
肝
炎
発

現
　
H
C
V
-
R
N
A
（
＋
）

現
在
、
C
型
慢
性
肝
炎

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
ま
た
は
6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加

熱
処
理
の
み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
と
考
え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
ま
た
は
6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加

熱
処
理
の
み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
ま
た
は
6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加

熱
処
理
の
み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
と
考
え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
ま
た
は
6
0
℃
9
6
時
間
乾
燥
加

熱
処
理
の
み
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
と
考
え
ら
れ
る
。
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識
別
番
号

F
A
X
受
付
日

報
告
受
領
日

販
売
名
（
一
般

名
）

患 者 性 別

年 代

原
疾
患 （
簡
略

感 染 症 名

投
与
年
月
投
与
前
検
査

(年
月
)
投
与
後
検
査
(年
月
)
患
者
検
体
確
保
状

況
受
血
者
個
別

N
A
T

原
料
血
漿
・
製
品

Ｎ
Ａ
Ｔ
検
査
（
再
検

査
・
製
造
時
検
査

の
別
）

併
用
血

液
製
剤

等

使
用
単
位

数
ロ
ッ
ト
番
号

同
一
製
剤
ロ
ッ
ト

使
用
状
況

感
染
症
転
帰
転
帰

備
考

A
-
0
9
0
0
0
0
1
5

2
0
0
9
/
4
/
3
2
0
0
9
/
4
/
6

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

H
T
（
乾
燥
人
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）
女
産
科
（
出
血
）

C 型 肝 炎

1
9
8
5
/
1

1
9
9
4
/
1
2
　
慢
性
肝
炎

と
診
断
2
0
0
0
/
6
　
H
C
V
ゲ
ノ
タ

イ
プ
1b
2
0
0
8
/
4
　
H
C
V
-
R
N
A

陽
性
現
在
、
C
型
慢
性
肝
炎

A
-
0
9
0
0
0
0
5
8

2
0
0
9
/
8
/
1
1

2
0
0
9
/
8
/
2
0

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
処
理
人

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
男
～
そ
の
他
の
疾
患

パ ル ボ ウ イ ル ス B
1
9 感 染

2
0
0
9
/
7

2
0
0
9
/
8
全
身
発
疹
、

パ
ル
ボ
感
染
疑
い
が

発
現

A
-
0
9
0
0
0
0
7
8

2
0
0
9
/
1
0
/
2
7

2
0
0
9
/
1
1
/
2

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
処
理
人

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
女
#
そ
の
他
の
疾
患

B 型 肝 炎 表 面 抗 原 陽 性

2
0
0
9
/
5
H
B
sA
g(
-
)

(0
9
/
0
3
)
H
B
sA
g(
+
)

(0
9
/
1
0
)

赤
血
球

濃
厚
液

-L
R

5
g

不
明

原
告
代
理
人
か
ら
の
訴
状
に
記
載

さ
れ
た
情
報
。
投
与
時
期
よ
り
非

加
熱
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
-
ミ
ド
リ
と

考
え
ら
れ
る
。

医
師
・
企
業
と
も
に
因
果
関
係
を

否
定
し
報
告
対
象
外
。
製
造
工
程

中
で
6
0
℃
1
0
時
間
の
液
状
加
熱
、

1
9
n
m
の
ナ
ノ
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
モ
デ
ル
ウ
イ
ル
ス
で

1
4
.9
lo
gの
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
最
終
製
剤

B
1
9
N
A
T
陰
性
、
他
に
当
該
ロ
ッ
ト

で
報
告
な
し

原
料
血
漿
に
つ
い
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
に
て
Ｈ

Ｂ
Ｖ
ー
Ｄ
Ｎ
Ａ
陰
性
を
確
認
。
製
造

工
程
中
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
指
数
は
≧
2
0
.4
保
管
検
体

の
Ｎ
Ａ
Ｔ
再
試
験
を
実
施
中
。
出
荷

数
2
5
3
5
0
本
で
在
庫
な
し
。
有
効
期

限
は
2
0
1
0
年
9
月
1
1
日
。
当
該
ロ
ッ

ト
に
お
い
て
他
に
H
B
V
感
染
が
疑

わ
れ
る
症
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
医
師
・
企
業
と
も
に
因
果
関
係

を
否
定
し
報
告
対
象
外
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平成 22 年 3 月 2日開催 

薬事・食品衛生審議会 

運 営 委 員 会 提 出 資 料 

別紙 

 

日本赤十字社 

 

試行的 HEV20 プール NAT 実施状況について 

（輸血後 HEV 感染の予防対策） 

 
 
１．試行的 HEV20 プール NAT 実施状況 

 

北海道赤十字血液センター管内 

調査期間：平成 17 年 1 月 1 日～平成 21 年 12 月 31 日 

 献血者数 HEV-RNA 陽性 陽性率 

Ｈ１７．１～Ｈ１８．２＊1    ３４１，１７４  ４５ １／７，５８２ 

Ｈ１８．３～Ｈ２１．１２＊2 １，０３４，０１５ １２３ １／８，４０７ 

合計 １，３７５，１８９ １６８ １／８，１８６ 

  *1 北海道センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体も含む） 

  *2 血漿分画センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体は除く） 

 

２．HEV-RNA 陽性献血者の内訳 

  別添 
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別
添

２
．

　
H

E
V

-
R

N
A

陽
性

者
の

内
訳

調
査

期
間

：
2
0
0
5
年

1
月

1
日

～
2
0
0
9
年

1
2
月

3
1
日

Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

1
2
0
0
5
/
0
1
/
0
4

3
2

M
5
7

－
－

＋
無

不
明

レ
バ

ー
生

無

2
2
0
0
5
/
0
2
/
0
7

3
8

F
1
1

－
－

＋
無

ブ
タ

レ
バ

ー
生

無

3
2
0
0
5
/
0
2
/
1
3

4
1

M
1
0
3

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
2
0
0
5
/
0
3
/
2
5

6
5

F
1
7

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

5
2
0
0
5
/
0
3
/
2
7

2
6

M
3
8

－
－

＋
有

不
明

レ
バ

ー
（
問

診
時

）
生

有
赤

血
球

製
剤

破
損

の
た

め
院

内
廃

棄

6
2
0
0
5
/
0
4
/
1
0

5
4

F
2
0

－
－

＋
無

ウ
シ

精
肉

半
生

無

7
2
0
0
5
/
0
4
/
1
5

5
9

F
1
6

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
シ

カ
精

肉
十

分
加

熱
無

8
2
0
0
5
/
0
4
/
1
5

3
5

F
1
6

－
－

＋
無

シ
カ

精
肉

、
ウ

シ
精

肉
ウ

シ
レ

バ
ー

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

無

9
2
0
0
5
/
0
4
/
2
0

2
5

M
2
4

＋
＋

＋
無

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

精
肉

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

有
感

染
な

し

1
0

2
0
0
5
/
0
4
/
2
8

2
2

M
4
4

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

1
1

2
0
0
5
/
0
6
/
0
7

4
2

M
2
4

＋
＋

＋
無

ウ
シ

精
肉

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
有

原
疾

患
に

よ
り

死
亡

1
2

2
0
0
5
/
0
6
/
2
2

5
1

M
5
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

1
3

2
0
0
5
/
0
7
/
0
3

5
8

M
2
1
9

＋
＋

＋
無

不
明

レ
バ

ー
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

1
4

2
0
0
5
/
0
7
/
0
5

2
2

M
2
3

＋
－

＋
無

回
答

な
し

無

1
5

2
0
0
5
/
0
7
/
0
5

3
8

M
1
5

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

半
生

無

1
6

2
0
0
5
/
0
7
/
1
3

2
4

M
1
9

－
－

＋
無

ウ
シ

レ
バ

ー
生

有
原

疾
患

に
よ

り
死

亡

1
7

2
0
0
5
/
0
9
/
0
2

3
3

M
4
9

－
－

＋
無

ウ
シ

精
肉

ヒ
ツ

ジ
精

肉
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

精
肉

生 半
生

十
分

加
熱

無

1
8

2
0
0
5
/
0
9
/
0
1

2
9

F
1
0
0

＋
＋

＋
無

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

1
9

2
0
0
5
/
0
9
/
2
0

4
2

M
3
1

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
不

明
レ

バ
ー

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

有
H

E
V

感
染

（
H

1
7
.1

1
.1

 運
営

委
員

会
報

告
済

み
）

2
0

2
0
0
5
/
0
9
/
2
7

2
0

F
1
0

－
－

＋
無

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

2
1

2
0
0
5
/
1
0
/
2
1

4
1

M
1
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

2
2

2
0
0
5
/
1
0
/
2
5

4
4

F
3
8

＋
＋

＋
無

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

2
3

2
0
0
5
/
1
1
/
0
7

3
0

F
2
1

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

2
4

2
0
0
5
/
1
1
/
0
7

3
1

F
1
2

＋
＋

＋
有

ブ
タ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
十

分
加

熱
無

2
5

2
0
0
5
/
1
1
/
2
0

2
8

M
4
7

＋
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
マ

精
肉

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

生 十
分

加
熱

無

2
6

2
0
0
5
/
1
1
/
2
9

3
5

F
3
3
3

＋
＋

＋
有

回
答

な
し

無

2
7

2
0
0
5
/
1
2
/
1
3

4
2

M
3
0

－
－

＋
有

ウ
シ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

不
明

レ
バ

ー
、

ブ
タ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

有
原

疾
患

に
よ

り
死

亡

2
8

2
0
0
5
/
1
2
/
1
3

3
0

M
1
1

－
－

＋
有

不
明

レ
バ

ー
十

分
加

熱
有

H
E
V

感
染

（
H

1
8
.0

1
.2

6
 運

営
委

員
会

報
告

済
み

）

2
9

2
0
0
5
/
1
2
/
2
2

6
2

F
1
4

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
0

2
0
0
5
/
1
2
/
2
7

4
2

F
1
4

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

年
齢

性
別

N
o
.

採
血

日
遡

及
対

象
供

給
製

剤
受

血
者

情
報

H
E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

A
L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

喫
食

歴
調

査
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Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

3
1

2
0
0
6
/
0
1
/
0
2

2
2

F
1
2

－
－

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

無

3
2

2
0
0
6
/
0
1
/
0
6

6
8

M
2
3

－
－

＋
無

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

無

3
3

2
0
0
6
/
0
1
/
1
3

3
6

M
4
2

－
－

＋
無

ウ
マ

精
肉

、
不

明
レ

バ
ー

ウ
シ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン

生 半
生

十
分

加
熱

無

3
4

2
0
0
6
/
0
1
/
1
8

5
3

M
2
3
8

＋
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

十
分

加
熱

無

3
5

2
0
0
6
/
0
1
/
1
3

3
1

M
4
3

－
－

＋
有

不
明

レ
バ

ー
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

3
6

2
0
0
6
/
0
1
/
1
7

4
8

M
2
5

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
7

2
0
0
6
/
0
1
/
2
5

5
2

M
2
5

－
－

＋
無

不
明

レ
バ

ー
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
有

輸
血

後
8
9
日

現
在

、
H

E
V

マ
ー

カ
ー

の
陽

転
は

見
ら

れ
ず

追
跡

調
査

終
了

3
8

2
0
0
6
/
0
1
/
3
0

3
9

F
2
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
9

2
0
0
6
/
0
1
/
3
0

2
5

M
3
2

－
－

＋
有

ウ
シ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

4
0

2
0
0
6
/
0
2
/
0
2

3
9

F
3
5

－
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
ウ

シ
レ

バ
ー

ヒ
ツ

ジ
精

肉

生 半
生

十
分

加
熱

無

4
1

2
0
0
6
/
0
2
/
0
7

5
7

M
1
3

－
－

＋
無

不
明

不
明

無

4
2

2
0
0
6
/
0
2
/
0
7

4
0

F
1
7
2

＋
＋

＋
無

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

無

4
3

2
0
0
6
/
0
2
/
1
7

3
9

M
2
8

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ガ

ツ
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
イ

ノ
シ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

無

4
4

2
0
0
6
/
0
2
/
2
0

5
8

M
2
2

－
－

＋
無

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

4
5

2
0
0
6
/
0
2
/
2
1

4
5

M
3
0

－
－

＋
無

ウ
シ

精
肉

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

無

4
6

2
0
0
6
/
0
3
/
0
1

4
6

F
1
5

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
7

2
0
0
6
/
0
3
/
0
1

5
0

F
2
9

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
8

2
0
0
6
/
0
3
/
0
2

5
4

M
4
7

＋
＋

＋
無

ウ
シ

・
ブ

タ
（
精

肉
、

レ
バ

ー
、

ホ
ル

モ
ン

）
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

4
9

2
0
0
6
/
0
3
/
2
7

4
0

F
1
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

5
0

2
0
0
6
/
0
4
/
0
1

3
1

F
1
6

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

無

5
1

2
0
0
6
/
0
4
/
0
4

3
0

F
1
4

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

不
明

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

5
2

2
0
0
6
/
0
4
/
1
2

3
8

M
4
5

＋
＋

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

無

5
3

2
0
0
6
/
0
4
/
1
8

2
1

M
2
6

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

ウ
シ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
半

生
十

分
加

熱
無

5
4

2
0
0
6
/
0
4
/
2
2

2
8

M
1
4

＋
＋

＋
回

答
な

し
無

5
5

2
0
0
6
/
0
4
/
2
6

4
6

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

半
生

無

5
6

2
0
0
6
/
0
5
/
1
8

6
2

M
2
7

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

5
7

2
0
0
6
/
0
7
/
0
7

1
7

M
3
3

－
－

＋
回

答
な

し
無

5
8

2
0
0
6
/
0
7
/
1
1

3
4

F
1
0

－
－

＋
回

答
な

し
無

5
9

2
0
0
6
/
0
7
/
1
2

2
1

F
2
7

－
－

＋
回

答
な

し
無

6
0

2
0
0
6
/
0
7
/
2
2

4
9

M
4
6

＋
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

受
血

者
情

報
N

o
.

採
血

日
遡

及
対

象
供

給
製

剤
年

齢
性

別
A

L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

H
E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

喫
食

歴
調

査

43



Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

6
1

2
0
0
6
/
0
8
/
0
1

6
2

M
1
8

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
2

2
0
0
6
/
0
9
/
0
6

4
4

F
1
4

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

6
3

2
0
0
6
/
0
9
/
2
9

6
8

M
1
5

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
4

2
0
0
6
/
1
0
/
2
1

2
9

M
2
2

－
－

＋
不

明
無

6
5

2
0
0
6
/
1
1
/
1
9

4
8

M
5
8

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

6
6

2
0
0
6
/
1
1
/
2
3

5
4

M
1
8

－
－

＋
回

答
な

し
無

6
7

2
0
0
6
/
1
2
/
0
1

4
3

M
5
5

－
＋

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
8

2
0
0
6
/
1
2
/
0
4

6
0

M
4
6

＋
＋

＋
ウ

シ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
9

2
0
0
6
/
1
2
/
0
4

4
7

M
4
0

＋
＋

＋
ウ

シ
精

肉
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

十
分

加
熱

無

7
0

2
0
0
7
/
0
3
/
0
1

3
3

M
4
1

－
－

＋
ウ

シ
レ

バ
ー

生
無

7
1

2
0
0
7
/
0
3
/
1
5

4
2

M
3
2

－
＋

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
半

生
無

7
2

2
0
0
7
/
0
3
/
2
7

5
5

M
3
0

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

7
3

2
0
0
7
/
0
4
/
0
7

2
2

F
9

－
－

＋
ユ

ッ
ケ

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

ホ
ル

モ
ン

生 十
分

加
熱

無

7
4

2
0
0
7
/
0
5
/
1
6

4
7

F
1
5

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

7
5

2
0
0
7
/
0
5
/
1
8

4
0

F
2
7

＋
＋

＋
ブ

タ
生

ハ
ム

（
自

家
製

）
半

生
無

7
6

2
0
0
7
/
0
5
/
3
0

3
3

M
2
6

－
＋

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

7
7

2
0
0
7
/
0
6
/
2
2

3
8

M
2
0

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

7
8

2
0
0
7
/
0
6
/
2
5

4
5

M
3
7

＋
＋

＋
ブ

タ
精

肉
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

半
生

無

7
9

2
0
0
7
/
0
6
/
2
7

3
7

M
1
8

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

8
0

2
0
0
7
/
0
7
/
2
4

5
7

M
2
4

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

8
1

2
0
0
7
/
0
7
/
2
9

3
7

M
4
8

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
不

明
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
半

生
無

8
2

2
0
0
7
/
0
7
/
3
1

4
8

M
3
0

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ブ

タ
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

8
3

2
0
0
7
/
0
8
/
0
1

4
8

M
3
3

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
ウ

シ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
半

生
無

8
4

2
0
0
7
/
0
8
/
0
4

5
3

M
2
8

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
半

生
無

8
5

2
0
0
7
/
0
8
/
2
6

5
0

M
6
0

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

生
無

8
6

2
0
0
7
/
0
9
/
0
5

4
1

M
2
9

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

8
7

2
0
0
7
/
0
9
/
1
8

4
1

M
2
3

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

半
生

無

8
8

2
0
0
7
/
0
9
/
2
1

5
7

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

8
9

2
0
0
7
/
1
0
/
0
3

5
9

M
3
9

－
－

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

9
0

2
0
0
7
/
1
0
/
0
3

1
9

M
4
0

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

N
o
.

採
血

日
年

齢
性

別
A

L
T

(I
U

/
L
)

遡
及

対
象

供
給

製
剤

受
血

者
情

報
問

診
該

当
※

１

喫
食

歴
調

査
H

E
V

抗
体

H
E
V

R
N

A
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Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

9
1

2
0
0
7
/
1
0
/
0
9

3
5

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

9
2

2
0
0
7
/
1
0
/
1
8

3
0

M
3
1

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

無

9
3

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

2
4

M
5

－
－

＋
不

明
無

9
4

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

5
4

M
2
2

－
＋

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

9
5

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

4
5

M
4
7

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
ブ

タ
レ

バ
ー

十
分

加
熱

半
生

無

9
6

2
0
0
7
/
1
1
/
1
9

5
8

M
1
3

－
－

＋
レ

バ
ー

、
ホ

ル
モ

ン
不

明
無

9
7

2
0
0
7
/
1
1
/
1
9

2
4

M
4
6

－
－

＋
不

明
無

9
8

2
0
0
7
/
1
1
/
2
4

3
6

M
2
5

－
－

＋
不

明
無

9
9

2
0
0
7
/
1
1
/
2
9

4
2

M
2
1

－
＋

＋
不

明
無

1
0
0

2
0
0
7
/
1
1
/
3
0

3
1

M
4
2

＋
＋

＋
レ

バ
ー

不
明

無

1
0
1

2
0
0
8
/
0
1
/
0
8

3
5

M
3
6

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

1
0
2

2
0
0
8
/
0
1
/
1
7

4
8

F
1
3

＋
＋

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

シ
カ

精
肉

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

半
生

無

1
0
3

2
0
0
8
/
0
1
/
2
9

5
7

M
2
2

－
－

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

1
0
4

2
0
0
8
/
0
2
/
0
4

3
1

M
4
7

＋
＋

＋
不

明
無

1
0
5

2
0
0
8
/
0
2
/
0
6

5
7

M
2
0

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

1
0
6

2
0
0
8
/
0
2
/
1
3

4
2

M
3
5

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

1
0
7

2
0
0
8
/
0
2
/
1
3

6
0

M
3
7

＋
＋

＋
不

明
無

1
0
8

2
0
0
8
/
0
3
/
1
1

3
0

M
2
1

－
－

＋
不

明
無

1
0
9

2
0
0
8
/
0
3
/
2
5

3
4

F
2
6

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

1
1
0

2
0
0
8
/
0
3
/
2
6

3
2

M
4
1

＋
＋

＋
ブ

タ
精

肉
、

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

無

1
1
1

2
0
0
8
/
0
3
/
2
9

5
4

M
2
6

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

1
1
2

2
0
0
8
/
0
3
/
3
0

1
9

F
9

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

1
1
3

2
0
0
8
/
0
4
/
1
6

4
8

M
1
3

－
－

＋
不

明
無

1
1
4

2
0
0
8
/
0
5
/
1
2

3
3

M
1
2

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

半
生

無

1
1
5

2
0
0
8
/
0
5
/
2
8

3
9

F
2
9

－
－

＋
不

明
無

1
1
6

2
0
0
8
/
0
5
/
2
8

4
7

M
4
6

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

1
1
7

2
0
0
8
/
0
6
/
0
4

4
3

M
3
8

＋
＋

＋
ウ

シ
レ

バ
ー

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
、

ブ
タ

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

生 十
分

加
熱

無

1
1
8

2
0
0
8
/
0
6
/
0
7

4
2

M
1
1

－
－

＋
ウ

シ
レ

バ
ー

ブ
タ

精
肉

生 十
分

加
熱

無

1
1
9

2
0
0
8
/
0
6
/
2
3

4
8

M
1
7

－
－

＋
ウ

シ
、

ブ
タ

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

無

1
2
0

2
0
0
8
/
0
7
/
1
0

3
9

M
3
2

－
－

＋
ウ

シ
、

ブ
タ

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

、
ブ

タ
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

遡
及

対
象

供
給

製
剤

受
血

者
情

報
H

E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

N
o
.

採
血

日
年

齢
性

別
A

L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

喫
食

歴
調

査

45



Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

1
2
1

2
0
0
8
/
0
7
/
1
1

3
9

M
2
8

－
－

＋
不

明
無

1
2
2

2
0
0
8
/
0
7
/
2
6

3
4

M
3
5

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

1
2
3

2
0
0
8
/
0
7
/
2
7

3
6

M
4
5

－
－

＋
不

明
無

1
2
4

2
0
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事 務 連 絡

平成２２年２月５日

日本赤十字社血液事業本部 御中

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 血 液 対 策 課

血液製剤に関する報告事項について

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。

さて、標記につきましては、平成２２年１１月２０日付け血安第４５２号に

て貴社から報告を頂いたところですが、平成２２年３月２日（火）に平成２１

年度第４回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項について

資料を作成いただき、平成２２年２月１２日（金）までに当事務局あて御提出

いただきますようお願いします。記の１１については、平成２１年１２月１０

日開催平成２１年度第３回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再

度御提出ください。

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。

記

１．平成１５年９月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＩＶの感染が疑

われる事例について、残る２人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ

ば、その旨。

２．平成１６年３月２２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る５人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

３．平成１６年１１月２６日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る７人の供血者のその後の

検査結果｡来訪がなければ、その旨｡

４．平成１７年１月１２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る４人の供血者のその後の検
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査結果。来訪がなければ、その旨。

５．平成１７年２月４日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る１人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

６．平成１７年６月２３日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る４人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

７．平成１８年４月７日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る９人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

８．平成１８年６月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る１人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

９．平成１９年２月２０日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る１人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

１０．平成１８年２月１５日報告、３月８日付けで追加報告された輸血用血液

製剤でＨＣＶ（C 型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る３人

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。

１１．試行的ＨＥＶ２０プールＮＡＴについて、その後の調査実施状況。
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血 安 第 ５ ２ 号 

平成２２年２月１２日 

 

 

厚生労働省医薬食品局血液対策課長 様 

 

 

日本赤十字社      

       血液事業本部長    

 

 

血液製剤に関する報告事項について（回答） 

 

平成22年2月5日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件については、

下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。 

 

記 

 

１．平成 15 年 9 月 5 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＩＶの感染が疑

われる事例について、残る 2 人のその後の来訪なし。（8 名中 6 名が来所、

検査は全て陰性） 

 

２．平成 16 年 3 月 22 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 5人のその後の来訪なし。（37

名中 32 名が来所、検査は全て陰性） 

 

３．平成 16 年 11 月 26 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 7 人のその後の来訪なし。

（48 名中 41 名が来所、検査は全て陰性） 

 

４．平成 17 年 1 月 12 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 4人のその後の来訪なし。（16

名中 12 名が来所、検査は全て陰性） 

 

５．平成 17 年 2 月 4 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る１人のその後の来訪なし。（追

跡調査対象の 4名中 3名が来所、HBV-DNA は全て陰性。1名は HBc 抗体が EIA

法のみ陽性 HI 法陰性、その他の者は全て陰性） 
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６．平成 17 年 6 月 23 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 4人のその後の来訪なし。（20

名中 16 名が来所、検査は全て陰性） 

 

７．平成 18 年 4 月 7 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 9人のその後の来訪なし。（53

名中 44 名が来所、HBV-DNA は全て陰性。2名は HBc 抗体及び HBs 抗体陽性、

1名は HBs 抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性） 

 

８．平成 18 年 6 月 5 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 1人のその後の来訪なし。（29

名中 28 名が来所、HBV-DNA は全て陰性。2 名は HBc 抗体及び HBs 抗体陽性、

1名は HBs 抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性） 

 

９．平成 19 年 2 月 20 日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 1人のその後の来訪なし。（3

名中 2名が来所、検査は全て陰性） 

 

１０．平成 18 年 2 月 15 日報告、3月 8日付けで追加報告された輸血用血液製剤

でＨＣＶ（Ｃ型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る 3 人の

その後の来訪なし。（81 名中 78 名が来所、検査は全て陰性） 

 

１１．試行的ＨＥＶ２０プールＮＡＴについて、その後の調査実施状況につい

ては別紙のとおり。 
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資料３－３

献血件数及びＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性件数

陽性件数
（ ）内女性

年 献 血 件 数 ［ ］内 核 酸 10 万件
（ 検 査 実 施 数 ） 増幅検査 当たり

のみ陽性

件 件 件

１９８７年 (昭和 62 年) ８,２１７,３４０ １１( 1) 0.134
１９８８年 (昭和 63 年) ７,９７４,１４７ ９ ( 1) 0.113
１９８９年 (平成 元年) ７,８７６,６８２ １３( 1) 0.165
１９９０年 (平成 2 年) ７,７４３,４７５ ２６( 6) 0.336
１９９１年 (平成 3 年) ８,０７１,９３７ ２９( 4) 0.359
１９９２年 (平成 4 年) ７,７１０,６９３ ３４( 7) 0.441
１９９３年 (平成 5 年) ７,２０５,５１４ ３５( 5) 0.486
１９９４年 (平成 6 年) ６,６１０,４８４ ３６( 5) 0.545
１９９５年 (平成 7 年) ６,２９８,７０６ ４６( 9) 0.730
１９９６年 (平成 8 年) ６,０３９,３９４ ４６( 5) 0.762
１９９７年 (平成 9 年) ５,９９８,７６０ ５４( 5) 0.900
１９９８年 (平成 10 年) ６,１３７,３７８ ５６( 4) 0.912
１９９９年 (平成 11 年) ６,１３９,２０５ ６４( 6) 1.042

２０００年 （平成 12 年） ５,８７７,９７１ ６７( 4) 1.140
[3]

２００１年 （平成 13 年） ５,７７４,２６９ ７９( 1) 1.368
[1]

２００２年 （平成 14 年） ５,７８４,１０１ ８２( 5) 1.418
[2]

２００３年 （平成 15 年） ５,６２１,０９６ ８７( 8) 1.548
[2]

２００４年 （平成 16 年） ５,４７３,１４０ ９２( 4) 1.681
[2]

２００５年 （平成 17 年） ５,３２０,６０２ ７８( 3) 1.466
[2]

２００６年 （平成 18 年） ４,９８７,８５７ ８７( 5) 1.744
[1]

２００７年 （平成 19 年） ４,９３９,５５０ １０２( 3) 2.065
[6]

２００８年 （平成 20 年） ５,０７７,２３８ １０７( 3） 2.107
［0］

２００９年 （平成 21 年） ５,２８７,１０１ １０２( 6) 1.929
（１～１２月） （速 報 値） ［2］

（注１）・ 昭和６１年は、年中途から実施したことなどから、3,146,940 件、
うち、陽性件数１１件（女性０）となっている。

（注２）・ 抗体検査及び核酸増幅検査陽性の血液は廃棄され、製剤には使用されない。
・ 核酸増幅検査については、平成１１年１０月より全国的に実施している。

（注３）・ 平成２１年は、１月～９月の確定値と９月～１２月の速報値で集計している。
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Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体 ・ 核 酸 増 幅 検 査 陽 性 献 血 者 数 内 訳

１．性別・年齢区分・国別

男　　性 女　　性 合　　計

日本人 外国人 計 日本人 外国人 計 日本人 外国人 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人

１６～１９歳 29 1 30 11 0 11 40 1 41

２０～２９歳 491 27 518 44 4 48 535 31 566

３０～３９歳 451 11 462 23 2 25 474 13 487

４０～４９歳 169 1 170 11 1 12 180 2 182

５０～６９歳 72 0 72 5 0 5 77 0 77

合　　計 1212 40 1252 94 7 101 1306 47 1353

※　昭和61年～平成21年12月（昭和61年については年途中から集計し、平成21年10月～12月については速報値で集計）
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２ ． 都道府県別（ 献血地別）

61年 62年 63年 元年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 ７ 年 ８ 年 ９ 年 １ ０ 年１ １ 年１ ２ 年１ ３ 年１ ４ 年１ ５ 年１ ６ 年１ ７ 年１ ８ 年１ ９ 年２ ０ 年２ １ 年 合計 構成割合 ブロッ ク別

　 県　 別 　  陽性献血 構成

 件　 数 割合

(件) (件) (件) (件) (件) (件) (件) (件) (件) (件) (件) （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） （ 件） (件) ( %) ( 件) ( %)

 1. 北海道   1   1 2 1 1 1  1 1 3 2 2 3 2 2 3 2 3 3 2 36 2. 7

 2. 青　 森   2         1 1 1 2 1 1 1 1 11 0. 8

 3. 岩　 手          1  1 3 5 0. 4

 4. 宮　 城        1 1    1 1 1 1 1 1 1 2 2 13 1. 0 北海道

 5. 秋　 田            1 1 1 3 0. 2  ・ 東北

 6. 山　 形            1 1 1 3 0. 2

 7. 福　 島       1     2 1 1 1 1 7 0. 5 78 5. 8

 8. 茨　 城     1 1 4 2   1 2 1 2 1 1 1 1 1 5 24 1. 8

 9. 栃　 木     3 1    2 1 1 1 3 1 1 4 2 1 1 22 1. 6

10. 群　 馬     1 1  1    1 1 3 1 2 3 2 1 3 20 1. 5

11. 埼  玉  1    1 1 2 1 2 3 3 3 3 3 3 3 3 5 2 1 3 2 8 53 3. 9

12. 千  葉       1 6 2 2 3 7 2 4 5 4 5 3 3 2 2 6 9 5 71 5. 2 関　 東

13. 東  京 10 6 4 10 10 11 12 11 14 21 18 18 19 27 26 29 23 25 24 22 24 17 21 19 421 31. 1

14. 神奈川  1  1 1 4 1 3 4 2 5 3 4 3 5 3 5 5 8 4 5 5 5 1 78 5. 8 689 50. 9

15. 新  潟    1  1  1    1 2 1 2 2 11 0. 8

16. 富  山     2      1 1 1 1 6 0. 4

17. 石  川            2 1 3 1 7 0. 5 北陸・

18. 福  井   1       2  1 1 5 0. 4 甲信越

19. 山  梨     1 1     1 1 4 0. 3

20. 長  野       1 1   2 1 1 1 7 0. 5 40 3. 0

21. 岐  阜       1     1 1 1 2 6 0. 4

22. 静  岡      1 3  1   1 1 1 1 4 2 15 1. 1 東　 海

23. 愛  知  1   3 2  3 1 1  4 3 2 3 2 2 4 4 5 4 10 4 58 4. 3

24. 三  重           1 1 1 1 1 2 1 8 0. 6 87 6. 4

25. 滋  賀            1 3 1 2 7 0. 5   

26. 京  都        2  2 1 1 2 5 2 4 5 1 25 1. 8

27. 大  阪 1 1 1 1 3  1  4 2 1 8 14 6 8 10 10 15 17 19 17 26 26 13 204 15. 1

28. 兵  庫      2   1 2  2 1 1 4 5 3 3 3 4 3 34 2. 5 近　 畿

29. 奈  良          1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 13 1. 0

30. 和歌山            2 1 1 4 0. 3 287 21. 2

31. 鳥  取         1   1 1 1 4 0. 3

32. 島  根      1      1 2 0. 1

33. 岡  山         2   2 1 2 2 3 1 13 1. 0 中　 国

34. 広  島       2 1 1   1 1 2 6 2 2 1 4 23 1. 7

35. 山  口     1      2 1 4 0. 3 46 3. 4

36. 徳  島          1  1 1 1 1 1 6 0. 4

37. 香  川       1     1 1 2 2 7 0. 5 四　 国

38. 愛  媛            1 1 2 3 2 2 1 1 2 1 16 1. 2

39. 高  知            1 1 1 1 1 5 0. 4 34 2. 5

40. 福  岡       1  2 2 2 1 1 1 1 2 4 2 2 3 1 3 2 30 2. 2

41. 佐  賀            0 0. 0  

42. 長  崎            2 1 1 2 6 0. 4  

43. 熊  本      1    2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2 18 1. 3

44. 大  分         1   2 1 4 0. 3  九州

45. 宮  崎            2 2 1 1 1 7 0. 5 　 ･沖縄

46. 鹿児島       1     2 1 1 1 1 1 2 10 0. 7

47. 沖  縄  1         1 2 3 1 5 1 3 17 1. 3 92 6. 8

　 合　 計 11 11 9 13 26 29 34 35 36 46 46 54 56 64 67 79 82 87 92 78 87 102 107 102 1353 100 1353 100
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ブ ロ ッ ク 別 Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体・核 酸 増 幅 検 査 陽 性 献 血 者

平成17年
(1月～12月）（速報値）

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

北海道
・東北

712,276 6 0.842 674,411 3 0.445 647,438 4 0.618 651,215 5 0.768 677,073 9 1.329

関　東 1,611,354 34 2.110 1,548,970 37 2.389 1,559,391 36 2.309 1,621,408 40 2.467 1,705,070 42 2.463

北陸・
甲信越

373,158 1 0.268 337,810 4 1.184 330,485 4 1.210 335,848 0 0.000 340,901 3 0.880

東　海 561,908 6 1.068 540,167 5 0.926 545,248 8 1.467 562,610 11 1.955 584,495 9 1.540

近　畿 879,585 23 2.615 817,075 25 3.060 807,758 30 3.714 833,556 33 3.959 863,744 20 2.316

中　国 367,593 3 0.816 335,666 5 1.490 316,087 5 1.582 316,509 4 1.264 329,443 4 1.214

四　国 194,477 2 1.028 164,763 2 1.214 161,533 4 2.476 166,332 4 2.405 173,914 5 2.875

九州
・沖縄

620,251 3 0.484 568,995 6 1.054 571,610 11 1.924 589,760 10 1.696 612,461 10 1.633

合　計 5,320,602 78 1.466 4,987,857 87 1.744 4,939,550 102 2.065 5,077,238 107 2.107 5,287,101 102 1.929

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

人 件 件

件

人 件 件 人 件 件人 件 件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

人 件 件人 件 件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

人 件 件人 件 件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件

件件
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平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年
（1月～9月）（確定値）

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

献血者 陽性
10万人
当たり

１６才～
１９才

445,664 2 0.449 381,352 2 0.524 324,414 5 1.541 308,019 2 0.649 212,056 2 0.943

２０才～
２９才
1,329,692 25 1.880 1,188,738 29 2.440 1,135,102 38 3.348 1,141,746 41 3.591 858,241 24 2.796

３０才～
３９才
1,429,245 32 2.239 1,361,658 43 3.158 1,369,241 35 2.556 1,391,141 50 3.594 1,070,984 36 3.361

４０才～
４９才
1,078,146 10 0.928 1,048,055 9 0.859 1,088,410 17 1.562 1,171,449 11 0.939 950,667 15 1.578

５０才～
５９才

778,846 8 1.027 766,625 3 0.391 770,663 5 0.649 785,280 3 0.382 627,374 2 0.319

６０才～ 259,009 1 0.386 241,429 1 0.414 251,720 2 0.795 279,603 0 0.000 235,757 0 0.000

合　計 5,320,602 78 1.466 4,987,857 87 1.744 4,939,550 102 2.065 5,077,238 107 2.107 3,955,079 79 1.997

（注）陽性件数の（）内女性

年齢別ＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性献血者

人 件 件件

(1)

（3)

人 件 件件件

件件件

件件

件件件

件件件

人

人

人

人

人

人

件件件

(３）

(3)

人 件 件件件

件件件

件件

件件件

件件件

人

人

人

人

人

人

件件件

(5)

(１)

(２)

(2)

件件件

件件件

件件件

件件件

件件件

件件件

人 件 件件件

件件件

件件

件件件

件件件

人

人

人

人

人

人

件件件

(3)

(2)

(1)

件件件

件件件

件件件

件件件

件件件

件件件

(1)

(1)

人 件 件件

（1)

（6)

（3)

（2)
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